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万
葉
集
に
お
け
る
漢
文
訓
読
語
の
影
響

小

林
　
　
芳
・
規

一
、
は
　
し
．
が
　
き

万
葉
集
が
、
他
の
上
代
作
品
と
等
し
く
、
中
国
文
学
の
影
響
を
得
て
い
る
こ

と
は
、
古
来
解
明
さ
れ
て
乗
で
い
る
。
近
世
で
は
契
沖
を
筆
頭
と
し
て
幾
多
の

万
葉
集
研
究
家
に
指
摘
さ
れ
た
が
、
今
日
で
も
こ
れ
を
補
訂
し
っ
つ
諸
氏
に
優

れ
た
見
解
が
あ
る
4
就
中
、
最
近
で
は
、
▼
比
較
文
学
の
立
場
か
ら
小
島
憲
之
博

士
・
中
西
進
氏
の
労
作
（
注
土
．
に
よ
っ
て
此
の
面
の
縫
っ
た
成
果
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
此
等
に
よ
れ
ば
、
単
に
歌
を
挟
ん
で
い
る
詞
書
や
詩
・
序
・
書
簡

に
ば
か
り
で
は
な
く
、
歌
そ
の
も
の
に
ま
で
、
意
匠
・
績
案
の
形
相
や
程
度
に

相
違
は
あ
る
が
、
中
国
文
学
の
影
響
の
存
す
る
も
の
の
あ
る
こ
と
は
動
か
し
難

い
．
で
あ
ろ
う
。
所
で
、
そ
の
方
法
と
し
て
、
漢
籍
や
仏
典
の
典
拠
や
出
典
語

（
菅
）
を
示
す
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
指
摘
に
は
原
拠
の
漢
文
を
計

用
す
る
こ
七
に
止
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
進
ん
で
こ
の
漢
文
が
当
時
訓
読

さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
形
を
検
討
し
、
そ
れ
と
1
そ
の
影
響
の
存
す
る
万
葉
集

の
用
語
と
を
言
語
の
問
題
と
し
て
比
較
検
討
す
る
こ
と
は
未
だ
あ
ま
り
行
わ
れ

て
い
な
い
。

二
．
方
、
万
葉
集
の
用
語
と
漢
文
の
古
訓
点
と
を
関
連
さ
せ
て
論
ず
る
こ
と

は
、
既
に
橋
本
進
言
博
士
の
試
す
b
れ
．
た
所
で
．
あ
る
（
注
3
）
。
し
か
し
橋
本
博

士
の
お
考
え
．
は
、
訓
点
賢
粗
が
万
葉
集
の
語
釈
に
役
立
つ
と
い
、
う
見
地
が
主
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
春
日
政
治
博
士
に
も
（
注
4
）
、
大
坪
併
治
博
士
に

ど
注
5
）
、
同
趣
の
論
及
が
あ
る
が
、
橋
本
博
士
と
同
じ
立
場
に
あ
一
る
と
窺
わ

れ
る
。
そ
の
根
低
に
は
山
田
孝
雄
博
士
の
説
か
れ
た
（
注
6
）
古
語
が
訓
読
語
に

．
残
存
す
る
と
小
う
考
え
方
が
ぁ
っ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
。
春
日
博
士
は
、
又
彼

の
平
安
初
期
加
点
の
西
大
寺
本
金
光
明
最
肪
王
経
の
訓
点
の
研
究
に
際
し
て
、

屡
ミ
続
紀
宣
命
や
万
葉
集
の
用
例
を
援
用
さ
れ
、
時
に
漢
文
訓
読
の
影
響
が
上

代
に
あ
っ
た
か
と
強
く
疑
わ
れ
て
い
る
。
大
坪
博
士
も
亦
、
「
都
」
の
訓
に
つ

い
て
奈
良
時
代
の
文
献
が
否
定
の
修
飾
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
訓
読
を
前
提

こ
こ
し
た
か
せ
推
定
さ
れ
た
▼
（
注
7
）
。

．
女
、
上
代
に
訓
読
語
の
存
し
た
ろ
う
と
い
う
推
測
は
、
中
田
祝
夫
博
士
も
、

音
記
録
の
記
事
や
よ
び
宣
命
中
に
混
入
し
て
い
る
訓
読
口
調
を
平
安
時
代
の
訓

点
資
料
の
例
に
徹
さ
れ
て
、
試
み
ら
れ
た
（
注
8
）
。
更
に
進
ん
で
築
島
裕
博
士

は
り
宣
命
中
の
事
実
を
主
と
し
て
、
奈
良
時
代
に
既
に
訓
読
語
と
い
．
う
一
つ
の

l
表
現
類
型
が
存
在
し
て
い
て
、
奈
良
時
代
語
全
体
の
中
で
一
つ
の
特
殊
な
地
位

を
占
め
て
い
た
か
と
推
測
さ
れ
た
（
注
9
）
。
一
こ
の
よ
う
に
上
代
の
訓
読
語
の
考

察
は
疑
い
或
い
は
推
測
の
段
階
に
今
日
留
ま
っ
て
い
る
。
本
稿
の
意
図
は
、
こ

れ
ら
の
推
測
を
、
万
葉
集
の
用
語
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
証
し
．
よ
う
と

試
み
た
も
の
で
あ
り
、
又
、
こ
れ
に
よ
っ
て
比
較
文
学
の
立
場
に
新
た
な
傍
証
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を
添
え
よ
う
と
す
る
に
あ
る
㍗



二
、
漢
文
に
縁
温
い
万
葉
歌
人
の
用
語
の
検
討
一

．
t

万
葉
集
の
歌
人
達
の
中
に
は
、
実
際
に
層
詩
賦
お
よ
び
漢
文
を
残
し
て
い
る
．

人
．
身
が
二
十
七
人
数
え
ら
れ
る
（
浩
）
。
も
七
奈
良
時
代
お
よ
び
そ
れ
以
前
に

訓
読
語
が
成
立
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
右
の
人
々
．
の
集
中
の
用
語
に
訓
読
語
の

現
わ
れ
る
可
能
性
が
他
の
歌
人
達
よ
カ
も
大
き
い
筈
で
あ
る
。
そ
こ
で
先
ず
右
l

の
二
十
七
人
の
作
歌
の
用
語
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
に
際
し
．
て
、
次
の

五
条
件
を
設
定
し
た
。
・

H
　
そ
重
用
語
が
、
．
漢
文
の
訓
読
に
よ
っ
て
生
じ
た
か
又
は
漢
文
訓
読
と
関

．
係
の
深
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

・
⇔
　
万
葉
集
中
に
、
一
そ
の
用
語
と
同
義
語
が
別
に
存
し
て
い
て
、
こ
の
同
義

）は
㍉
訓
読
語
」
の
見
ら
れ
な
い
歌
人

∵
・
工
Ⅱ
等
ほ
万
葉
集
を
四
期
に
分
け
た
際
の
各
歌
人
の
所
属
時
代

Ⅱ
…
飛
鳥
・
藤
原
朝
　
Ⅱ
…
奈
良
時
代
前
期
　
Ⅳ
…
奈
良
時
代
後
期

語
の
方
は
、
▼
右
の
二
十
七
人
中
の
特
定
人
以
外
の
歌
人
に
も
屡
、
、
用
い
ら

れ
、
特
に
漢
文
の
訓
読
と
の
密
接
な
関
係
が
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
。
′

臼
そ
の
鳳
語
は
、
平
安
初
期
　
l
支
は
資
潮
の
制
約
で
止
む
を
得
な
い
時
は

中
期
以
降
）
の
訓
点
資
料
に
見
出
を
れ
る
こ
と
（
琵
）
。

画
　
そ
の
用
語
は
、
平
安
時
代
の
和
文
に
は
、
l
一
般
に
用
い
ら
れ
な
い
も
の

・
で
あ
る
こ
と
。

′
回
　
そ
の
用
語
は
、
万
葉
集
全
体
の
用
語
の
使
用
率
か
ら
見
て
、
使
用
が
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
（
注
望
。
・

右
の
五
つ
の
条
件
を
充
す
用
語
を
仮
に
万
葉
集
中
の
「
訓
読
語
」
と
認
め
る
。

右
の
二
十
七
人
の
作
歌
の
用
語
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
五
条
件
を
充
す
用
語

を
用
い
て
い
な
い
歌
人
と
、
用
い
て
い
る
歌
人
と
が
あ
る
。
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一
m
等
の
数
字
は
万
葉
集
の
巻
数
と
歌
番
号
を
示
す
。
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響影の語蘭訓文藻るけおに集葉万

境
　
部
　
王

藤
原
不
比
等

藤
原
房
前

春
　
日
　
老

山
．
田
三
方
（
注
1
9
）

安
倍
首
名

安
倍
広
庭

ⅡⅡⅡⅡⅢ

養
老
元
年
（
七
一
七
）

養
老
四
年

六
十
三
歳
没

天
平
九
年

五
十
七
歳
没

和
銅
七
年
（
七
一
四
）

従
五
位
下

養
老
五
年

文
章
博
士

神
亀
四
年
（
七
二
七
）

六
十
四
歳
没

天
平
九
年

七
十
四
歳
没

従
四
位
下
、

年
治
部
卿
？（
注

太
政
大
臣

左
大
臣

常
陸
介

（
旧
弁
基
）

兵
部
卿

中
納
言

．
盲
（
十
六
響

J

七
首
9
・
（
漕
）
（
七
鵠
㌍
聖

一
首
（
五
聖

七
首
で
（
注
1
8
二
一
空
一
票
聖
三
2
9
8
九
鵠
）

八
首
（
二
霊
四
讐
ハ
等
等
九
霊
八
竿
）

二
百
で
二
注
空
　
（
九
1
7
7
2
）

四
首
（
三
㌶
六
9
7
5
八
聖

藤
原
字
合

藤
原
麻
呂

吉
　
田
・
宜

＼
．

刀
利
宣
令

麻
田
陽
春

葛
井
諸
会

葛
井
広
成

石
川
年
足

石
上
宅
嗣

天
平
九
年
（
七
三
七
）

三
十
四
　
（
？
）
歳
没

天
平
九
年
．

四
十
三
歳
没

天
平
十
年
．

填
薬
頭

天
平
十
三
年

五
十
九
歳
没

天
平
十
一
年

没
年
五
十
六
歳

天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）

従
五
位
下

天
平
三
年
に
対
策
文
あ
り

天
平
宝
字
六
年

七
十
五
歳
没

天
応
元
年
（
七
八
一
）

五
十
三
歳
没

式
部
卿
　
＼

太
宰
帥
、

兵
部
卿

図
書
頭

東
宮
侍
講

伊
予
接

石
見
守

相
模
守

中
宮
少
輔

正
三
位

大
納
言

六
首
（
注
聖
（
萎
二
票
晋
㌻
1
7
3
1
「

三
首
∴
四
5
2
2
5
2
3
禦

四
首
（
五
8
6
4
～
聖

二
首
（
三
景
1
4
7
。
）

四
首
（
四
5
6
9
5
7
〇
五
8
8
4
聖
（
注
望

一
首
（
十
七
撃

四
首
（
六
温
聖
翠
・
）
（
注
翌

二
百
（
十
九
禦

二
百
（
十
九
聖

懐
風
藻
二
首

懐
夙
藻
五
首
・
与
撰
律
令

懐
三
首
・
万
葉
集
に
書
簡
（
旅
人
宛
）

懐
風
藻
一
首

懐
風
藻
三
首

懐
風
環
一
首

懐
夙
淳
二
首

懐
六
首
、
経
国
集
に
蹴
一
首
、
宇
合
集

懐
風
藻
五
首

懐
風
藻
〓
首

万
葉
集
に
書
憤
．

慎
二
首
、
経
国
集
に
対
策
文
あ
り

懐
周
藻
一
首

経
国
集
に
対
策
文

懐
二
者
、
経
国
集
に
対
策
文
あ
り

石
川
年
足
朝
臣
弥
勒
上
生
経
験
書

経
国
集
に
詩
と
蹴
、
東
征
伝
に
詩
一
首

．ヽ
u
2



）用
「
訓
読
語
」
の
肝
い
ら
れ
て
い
．
る
と
見
ら
れ
る
詩
歌
人

大
伴
旅
人

山
上
憶
良

大
伴
池
主

大
伴
葬
持

天
平
三
年
．

六
十
七
歳
没

天
平
五
年

七
十
四
歳
∵

天
平
勝
宝
六
年
（
七
五
四
）

右
京
少
進

延
暦
四
年
（
七
八
五
）
没

七
十
歳
前
後
？

太
宰
帥

大
納
言

達
磨
少
録

筑
前
守

越
中
接

越
前
接

越
中
守

中
務
大
輔

七
十
七
首
．
（
注
聖

六
十
二
首
（
注
聖

二
十
九
首

四
七
九
首

懐
一
首
、
万
葉
集
に
序
・
詩
・
書
憤
あ
．

わ
ノ万

葉
集
に
詩
〓
首
・
序
・
書
憤
あ
り

万
葉
集
に
漢
詩
・
序
・
書
憤
あ
り

、

万
葉
集
に
漢
詩
・
序
あ
り

（
存
疑
）
（
注
空

背
奈
行
文

石
上
乙
麿

神
亀
四
年
（
七
二
七
）

従
五
位
下

天
平
勝
宝
二
年

中
務
卿
で
没

明
経
第
二
博
士

武
蔵
国
住

撰
遣
唐
大
便

筑
前
守

一
首
（
十
六
響

七
首

懐
風
藻
二
首

懐
四
首
、
街
悲
藻

そ
こ
で
、
次
に
Ⅱ
の
詩
歌
作
者
の
万
葉
集
所
載
歌
の
用
語
の
う
ち
「
訓
読
語
」

に
つ
い
て
検
討
す
る
。
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
l

大
伴
旅
人
の
用
語
中
に
は
「
き
は
．
ま
か
て
」
「
ま
す
ま
す
」
「
い
よ
よ
」
「
豊
－

め
や
」
「
と
い
ふ
と
も
」
「
む
刺
た
空
が
該
当
語
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

l
　
き
は
ま
り
て
　
（
一
例
）
（
注
望

言
は
む
為
便
せ
む
為
便
知
ら
ず
き
は
ま
り
て
　
（
極
）

貴
き
も
の
は
酒
に
し

ぁ

篭

ら

し

ム

（

三

興

「

　

　

キ

ハ

　

　

　

　

　

l

讃
酒
歌
十
三
首
中
の
一
首
で
あ
る
。
「
極
限
」
ま
で
行
く
、
尽
す
意
の
賢
冒
、

用
言
に
冠
し
て
最
上
級
の
意
の
副
詞
的
修
飾
語
と
す
る
用
法
が
、
漢
文
の
「
極

難
」
「
極
等
」
か
ど
を
訓
読
す
る
こ
と
か
ら
起
っ
た
訓
読
語
で
あ
る
こ
と
は
山

田
孝
雄
博
士
の
説
か
れ
た
所
で
あ
る
。
国
語
で
は
「
い
と
」
「
い
た
く
」
が
同

義
語
で
あ
ろ
う
。
こ
の
・
「
い
と
」
「
い
た
く
」
は
記
紀
歌
謡
を
は
じ
め
集
中
に

も
頻
用
さ
れ
て
い
る
4
「
き
は
ま
り
て
」
′
の
訓
点
の
例
は
、

ム

グ

ロ

　

　

ケ

ナ

ん

キ

ハ

マ

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

朕
見
〓
蝦
夷
身
面
之
異
一
極
　
理
事
惟
（
北
野
本
斉
明
紀
語
研
一
五
二
ペ
）

が
あ
り
、
「
極
テ
」
の
訓
読
例
は
先
学
の
挙
げ
ら
れ
た
所
で
あ
る
（
点
研
六
九

ペ
）
。
平
安
時
代
の
和
文
で
は
「
い
み
じ
く
」
を
用
い
る
　
（
語
研
五
四
ペ
外
）
。

「
き
は
ま
り
て
」
の
語
は
集
中
二
倒
し
か
無
く
、
右
の
外
の
一
例
は
、

樹
翌
日
も
逢
は
む
と
思
ヘ
ビ
も
人
の
言
こ
そ
繁
き
君
に
あ
れ
（
十
志
）

問
答
歌
で
作
者
が
不
明
で
あ
る
が
、
㌣
の
内
容
か
ら
見
て
男
子
の
作
で
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
「
極
而
」
は
続
記
宣
命
に
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
所

で
、
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
　
の
詔
に
、
　
　
　
′

如
此
宣
り
給
ふ
大
命
に
不
従
あ
ら
む
人
は
朕
一
人
樹
両
慈
び
賜
ふ
と
も
国

法
巳
む
事
得
ず
成
り
な
む
（
十
六
詔
）

受
あ
る
同
用
法
で
あ
る
。
十
六
詔
の
「
桓
而
」
が
訓
読
語
で
あ
る
こ
と
は
説
か

れ
た
通
で
あ
ろ
う
　
（
点
研
六
八
ペ
）
。

．
2
　
ま
す
ま
す
（
一
例
）
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世
の
中
は
空
し
き
も
の
と
知
る
時
し
い
よ
よ
　
（
伊
与
余
）
ま
す
ま
す
（
麻

須
万
須
）
悲
し
か
り
け
り
（
五
7
9
3
）

報
国
問
歌
一
首
で
「
褐
故
重
畳
」
に
初
ま
る
序
が
あ
る
。
上
代
に
お
け
る
比
戟

級
の
意
の
副
詞
的
修
飾
語
に
は
、
伺
「
い
や
」
と
、
㈲
「
し
く
し
く
」
の
「
ま

す
ま
す
」
、
脚
「
い
よ
よ
」
が
あ
る
。
伺
「
い
や
」
は
最
も
使
用
範
囲
と
．
例
数

ヽ

と
．
が
多
く
、
記
竃
歌
謡
に
、

吾
が
心
し
い
や
（
伊
夜
）
恩
に
し
て
（
竺
二
十
六
）

．
菅
畳
い
や
　
（
伊
夜
）
　
さ
や
敦
き
て
　
（
記
十
九
）
l

と
あ
る
外
、
万
葉
集
に
も
、

t

こ
の
山
の
い
や
　
（
弥
）
高
知
ら
す
（
一
望
　
人
膚
）

い
や
（
伊
野
）
懐
し
き
梅
の
花
か
も
（
五
望
小
野
淡
見
）

等
全
巻
に
用
例
が
極
め
て
多
い
。
こ
の
「
い
や
」
．
ぽ
「
し
く
し
く
」
「
ま
す
ま

す
」
と
重
ね
て
も
用
い
ら
れ
る
。

／

　

．

・

－

．

－

　

－

ュ

▼

㈲
　
辺
つ
波
の
い
や
し
く
し
く
に
、
（
諒
敷
布
蘭
）
（
六
豊

1

・

ュ

▼

苛
す
る
波
い
や
し
く
し
く
に
　
（
伊
夜
思
久
思
久
商
）
苦
思
ほ
ゆ
　
（
十
七

響
（
外
に
品
の
二
首
）

－
　
　
－
・
＿
－

春
の
雨
は
い
や
し
き
（
弥
布
）
降
る
に
　
（
四
望

／

　

　

　

　

　

－

　

　

・

－

・

°

．

・
伺
そ
の
潮
の
い
や
ま
す
ま
す
に
（
伊
夜
益
舛
二
）
（
晋
歌
）

．
　
　
　
－
　
　
　
－
・
▼
・

そ
の
山
の
い
や
ま
す
ま
す
に
l
（
弥
益
々
蘭
）
　
（
9
2
3
赤
人
）

．

′

　

　

　

　

－

　

　

　

・

－

1

▼
　
天
雲
の
外
に
雁
が
音
閏
き
し
よ
り
は
だ
れ
霜
降
り
寒
し
こ
の
夜
は
　
（
ニ

云
、
弥
益
々
圏
恋
許
曽
増
悪
）
（
十
憲
雁
）
（
「
い
や
ま
す
を
す
」
の
例

は
こ
の
三
例
）

こ
の
比
較
級
の
副
詞
「
い
や
」
と
重
ね
用
い
た
「
し
く
し
く
」
「
ま
す
ま
す
」

に
は
未
だ
用
言
「
頻
く
」
T
増
す
」
の
意
が
存
し
て
お
っ
て
、
一
副
詞
「
い
や
」

と
全
く
同
義
同
用
法
で
は
な
い
。
「
辺
つ
波
の
」
「
そ
の
山
の
」
等
の
主
語
、
戎

い
は
．
「
聞
き
し
よ
り
」
の
達
用
語
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。

．
何
の
、
「
ま
す
ま
す
↑
だ
け
で
比
戟
級
の
副
詞
と
し
て
用
い
た
例
は
、
集
中
、

前
掲
旅
人
の
一
首
と
」
外
に
は
憶
良
の
、

ま
す
ま
す
も
（
益
々
母
）
重
き
馬
荷
に
表
荷
打
つ
と
（
五
聖

の
計
二
例
だ
け
で
あ
る
†
こ
の
「
ま
す
ま
す
」
が
訓
読
語
の
副
詞
と
し
て
「
倍
」

「
益
」
「
加
」
「
増
」
等
の
達
用
語
の
訓
と
し
て
訓
点
に
例
が
多
事
一
方
、
和
文
に

例
の
少
い
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
た
所
で
あ
る
　
（
語
研
五
二
七
ペ
）
（
注
空
。

因
み
に
「
し
く
し
ぐ
」
が
「
い
や
」
と
重
用
さ
れ
な
い
例
は
十
七
例
認
め
ら

れ
る
が
、
後
掲
の
一
例
以
外
は
、

1

・

－

－

1

－

・

▼

奈
呉
の
海
の
沖
つ
白
波
し
く
し
く
に
（
志
苦
志
苦
蘭
）
（
十
七
聖

の
如
く
㈲
と
同
じ
用
法
で
、
動
詞
の
意
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
「
し
く
し
く
」
が
上

に
意
味
用
法
上
受
け
る
語
句
が
無
く
単
な
渇
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
歌
は
次

の
大
伴
池
主
の
一
例
で
あ
る
。

山
吹
は
日
に
日
に
咲
き
ぬ
愛
し
と
吾
が
思
ふ
君
は
し
く
し
く
（
思
久
々
々
）

恩
は
ゆ
（
十
七
聖

油
主
は
、
前
の
憶
良
と
共
に
訓
読
語
使
用
の
歌
人
で
あ
る
。
∵

さ
て
、
一
「
ま
す
ま
す
」
の
奈
良
時
代
の
例
は
、
．
宣
命
の
天
平
神
護
元
年
（
七
六

五
）
　
の
詔
に
、
一

甜
叫
劣
け
む
人
等
を
も
教
へ
伊
佐
奈
比
進
聖
常
よ
り
も
薗
剰
凶
劇
勤
め
桔

り
侍
へ
奉
れ
と
し
て
な
も

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
．
こ
の
方
は
「
マ
ス
マ
ス
」
だ
け
で
副
詞
と
し
て
用
い
ら

れ
た
例
で
旅
人
㌧
憶
良
の
用
法
に
通
ず
る
。
こ
の
詔
に
は
外
に
「
諸
の
」
と
い
う

訓
読
語
（
後
述
）
　
も
見
え
る
か
ら
、
訓
読
語
の
影
響
を
考
え
う
る
所
で
あ
る
。

3
　
い
よ
よ
　
7
9
3
（
前
出
）

「
い
や
」
の
同
義
語
・
「
い
・
よ
よ
」
も
、
「
い
や
」
に
比
較
し
て
倭
用
が
限
ら
れ
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√
才
夢

て
い
る
．
。
集
中
で
は
「
棚
の
外
、
同
じ
く
旅
人
（
中
納
言
大
伴
卿
）
に
「
弥

畢
グ
巴
が
あ
り
、
他
は
家
持
に
三
例
、
「
宇
礼
之
家
久
例
剣
朝
於
母
比
恩
」

「
都
望
多
知
例
朝
劇
刀
具
倍
之
等
配
釦
輿
績
撃
討
」
が
あ
る
の
み
で

あ
る
。
家
潜
に
訓
読
語
使
用
の
あ
そ
」
と
は
後
述
の
如
く
で
あ
る
。
訓
点
に
お

イ
ヲ
ヽ
・

け
る
「
イ
ヨ
ヨ
」
は
、
平
安
初
期
点
に
「
転
」
（
立
木
寺
蔵
法
華
経
巻
三
明
詮

点
）
が
見
ら
れ
る
（
語
研
五
三
〇
ペ
）
。
．
こ
の
語
形
は
平
安
時
代
の
和
文
に
は
見

應
し
難
い
。
訓
点
に
お
け
る
訓
読
語
の
中
に
は
、
平
安
初
期
の
み
存
し
て
平
安

中
期
以
降
に
は
」
般
に
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
語
も
存
す
る
か
ら
、
「
イ
ヨ
ヨ
」

は
、
「
シ
ケ
シ
ク
」
・
と
共
に
こ
の
類
の
上
代
の
訓
読
語
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

1
い
。
「
イ
ヨ
ヨ
」
は
五
条
件
を
充
す
語
な
の
で
あ
る
。

4
　
宝
（
あ
に
）
－
め
や
∴
二
例
）

価
無
き
宝
と
い
ふ
と
も
（
跡
言
十
方
）
一
杯
の
濁
れ
る
酒
に
あ
に
益
さ
め

刊
も
（
皇
益
目
八
方
）
（
三
3
4
5
）

夜
光
る
玉
と
い
ふ
と
も
（
跡
言
十
方
）
酒
飲
み
て
情
を
や
る
に
あ
に
若
か

叫
刊
も
（
岩
若
目
八
方
）
　
（
三
豊

共
に
讃
酒
歌
十
三
首
中
の
歌
で
あ
る
。
「
あ
に
」
が
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
で
「

そ
の
結
び
に
「
ム
ヤ
」
等
を
呼
応
さ
せ
て
専
ら
反
語
表
現
の
副
詞
と
さ
れ
る
の

は
、
漢
文
に
お
い
て
反
語
を
導
く
用
法
の
多
い
「
豊
」
字
を
訓
読
す
る
こ
と
に

起
因
す
る
と
は
山
田
博
士
の
解
か
れ
た
如
く
で
あ
ろ
う
。
上
代
の
国
語
に
お
け

る
反
語
表
現
は
、

．

い

さ

ご

ー

ー

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

　

　

あ

れ

内
の
朝
臣
が
腹
内
は
小
石
あ
れ
や
（
異
佐
誤
阿
例
椰
）
、
い
ざ
閲
は
な
我
は

（
紀
歌
謡
二
十
八
）

お
ぼ
ろ
か
に
我
し
恩
は
ば
人
妻
に
あ
り
と
い
ふ
妹
に
恋
ひ
っ
つ
割
引
叫
刊

（
恋
管
有
米
也
）
（
万
十
二
聖

の
如
く
「
巳
然
形
＋
ヤ
」
の
辞
の
表
現
で
足
り
る
の
で
あ
っ

て
特
定
の
副
詞
を

要
し
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
一
方
、
上
代
国
語
に
散
見
す
る
「
あ
に
」
は
い

ず
れ
も
単
に
否
定
を
導
く
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

か

く

　

や

た

　

　

　

ー

二
重
着
て
隠
み
宿
り
は
あ
に
良
く
も
剖
ず
l
（
阿
珂
予
区
望
阿
羅
儒
）
（
紀

歌
謡
四
十
九
）

仏
も
経
に
放
り
た
ま
は
く
「
国
王
い
王
位
に
坐
す
時
は
菩
薩
の
浄
戒
を
受

よ
」
と
散
り
て
在
り
。
．
此
に
依
て
念
へ
は
、
出
家
し
て
も
政
を
行
ふ
に
盟

・
障
る
べ
き
も
の
私
は
利
別
刊
（
豊
障
倍
岐
物
仁
方
不
在
）
（
天
平
宝
字
八
年
（
七

六
四
）
　
二
八
詔
）

「
決
し
て
」
等
の
意
で
あ
ろ
う
。
万
葉
集
に
も
先
の
旅
人
の
例
以
外
に
二
例
あ

る
が
、
こ
れ
も
否
定
に
応
ず
る
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

．
封
叫
も
利
別
u
（
豊
藻
不
在
）
己
が
身
の
か
ら
人
の
子
の
言
も
尽
さ
じ
わ

れ
も
依
り
な
む
（
十
六
聖
娘
子
ら
の
和
ふ
る
歌
九
首
の
中
）

八
百
日
行
く
浜
の
抄
も
わ
が
恋
に
封
吋
益
ら
じ
l
か
（
宣
不
益
欺
）
沖
つ
島

．
守
（
四
聖
笠
女
郎
）

さ
す
れ
ば
、
否
定
に
応
ず
る
副
詞
「
あ
に
」
は
、
漢
文
訓
読
と
は
直
接
関
係
の

な
い
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
る
に
、
旅
人
の
讃
酒
歌
中
に
限
っ
て
、
反
語
を
導
く
「
あ
に
」
の
二
例

が
用
い
ら
れ
る
。
讃
酒
歌
は
中
国
文
学
の
詩
想
に
多
く
の
暗
示
を
得
て
い
る
こ

と
先
学
の
説
く
所
で
あ
っ
て
、
先
述
の
．
「
き
は
ま
り
で
」
を
始
め
後
述
の
如
き

幾
つ
か
の
「
訓
読
語
」
が
指
摘
で
き
る
箇
所
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読

語
に
見
え
る
、
反
語
表
現
の
「
呈
」
と
同
用
法
が
存
す
る
の
は
、
覇
っ
て
旅
人

の
時
代
に
こ
の
訓
読
語
が
成
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
（
注

翌
。
否
定
は
意
味
上
、
反
語
に
通
ず
る
。
さ
す
れ
ば
、
否
定
に
応
ず
る
副
詞

「
あ
に
」
が
、
反
語
を
導
く
漢
文
の
「
呈
」
の
訓
に
転
用
さ
れ
る
可
能
性
は
存

す
る
。
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訓
点
に
お
け
る
「
呈
」
の
導
く
反
語
形
式
は
「
ム
ヤ
」
が
一
般
で
あ
る
。
こ

の
点
で
放
人
の
「
岩
－
メ
ヤ
」
と
い
う
「
巳
然
形
＋
ヤ
」
の
反
語
形
式
と
一
致

し
な
い
の
が
．
一
見
不
審
の
よ
う
で
あ
る
が
、
訓
点
で
も
平
安
初
期
点
に
は
．
「
巳

然
形
＋
ヤ
」
の
形
式
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、

－

　

た

た

　

　

　

　

　

　

と

（

と

）

サ

　

　

　

I

＝

な

豊
に
止
区
々
た
る
梵
－
衆
独
　
恩
の
栄
を
荷
ヒ
、
恋
々
た
る
迷
●
生
、
方
に

コ

塵
累
を
超
ユ
ル
の
み
に
（
あ
）
れ
ヤ
〔
な
れ
（
や
）
〕
｛
而
巳
〕
（
知
恩
院
蔵

．
大
店
三
蔵
玄
芙
法
師
麦
啓
平
安
初
期
点
）

’

メ

　

　

　

ナ

ー

レ

l

雨

．

我
は
楚
国
之
為
ナ
リ
。
豊
為
〓
一
人
の
二
金
沢
文
庫
本
春
秋
経
伝
集
解
巻

十
八
。
．
平
安
初
期
点
の
残
存
）
（
注
空

「
巳
然
形
十
十
」
の
反
語
形
式
は
先
掲
の
如
く
上
代
一
般
に
見
ら
れ
る
か
ら
、

「
豊
－
メ
ヤ
」
は
平
安
初
期
お
よ
び
そ
れ
以
前
の
訓
読
語
の
形
式
を
示
す
も
の

と
考
え
ら
れ
、
旅
人
の
歌
の
豊
の
用
法
が
訓
読
語
に
一
致
す
る
こ
と
が
託
せ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

5
　
と
い
ふ
と
も
（
姓
）
3
4
5
3
↓
6
（
用
例
の
に
既
掲
）

右
の
「
也
且
－
メ
ヤ
」
の
旅
人
の
二
首
の
上
旬
に
、

宝
と
い
ふ
と
も
　
　
玉
と
い
ふ
と
も

が
あ
る
。
「
と
」
も
「
い
ふ
」
も
「
と
も
」
も
国
語
本
来
の
語
で
あ
る
が
、
そ

の
．
複
合
形
「
ト
イ
フ
ト
モ
」
は
、
そ
れ
に
対
す
る
既
定
形
「
卜
小
へ
ド
モ
」
と

共
に
、
漢
文
訓
読
で
は
「
錐
」
字
の
訓
と
し
て
頻
用
さ
れ
た
語
で
あ
る
。
後
世

一
様
に
「
ト
．
イ
へ
ド
モ
」
と
訓
ま
れ
る
こ
の
助
字
は
、
平
安
時
代
の
訓
読
で

は
、
仮
定
「
ト
イ
フ
ト
モ
」
、
既
定
「
ト
イ
へ
ド
モ
」
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。

テ

　

引

　

　

て

　

の

　

　

　

　

に

　

た

り

と

い

ふ

　

　

　

に

　

す

る

こ

と

　

ナ

　

　

　

　

　

こ

と

我
等
撃
於
＝
諸
四
大
種
南
中
．
自
在
転
上
　
而
不
レ
能
レ
知
〓
是
包
犬

の

　

　

　

の

　

と

　

　

の

　

　

す

る

こ

と

を

種
初
－
中
後
相
生
滅
違
順
】
　
　
（
地
蔵
十
翰
踵
一
元
慶
点
）

∴
鋤
〕
蟹
ま
（
と
）
イ
三
勝
菩
提
詳
㌘
臥
㌢
ま
は
本
乳
∵
同
右
）

（
ど
）
も

次
に
、
こ
れ
ら
は
後
例
の
別
訓
に
「
得
（
た
鳶
へ
放
し
と
あ
る
如
く
、
単
に

接
競
助
詞
「
ど
も
」
「
と
も
」
だ
け
で
国
語
l
と
し
て
は
通
ず
る
所
で
．
、
む
し
ろ

「
ト
イ
フ
」
は
賢
言
と
考
え
ら
れ
る
。
万
葉
集
で
も
、

千
万
の
軍
瑚
叫
引
引
（
奈
利
友
）
・
六
9
7
2
、
・
億
麿
）

言
問
は
ぬ
木
に
は
あ
れ
ど
も

（
木
雄
在
）
（
十
三
響
挽
歌
）

の
如
く
「
と
も
」
「
ど
も
」
だ
け
で
仮
定
・
既
定
条
件
を
遷
す
用
法
が
多
く
、

こ
れ
が
当
時
の
一
般
の
用
法
で
あ
4
た
ろ
う
。
旅
人
の
歌
も
「
宝
な
り
勾
引
」

「
夜
光
る
玉
な
り
．
と
も
」
で
通
ず
る
所
で
あ
る
。

ト

モ

　

r

モ

平
安
初
期
訓
点
資
料
に
は
博
に
「
錐
」
「
錐
」
切
訓
法
も
見
ら
れ
る
．
が
、
・
別

l

イ

7

ト

モ

　

ト

イ

へ

r

モ

に
↓
．
踵
」
「
錐
」
の
訓
法
も
あ
り
こ
れ
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
渇
か
ら
、

形
式
語
「
ト
イ
フ
」
を
読
添
え
た
訓
が
早
く
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
上

代
に
「
い
ふ
」
が
「
と
も
」
「
ど
も
」
と
重
ね
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
、

人
は
ヨ
d
引
（
易
陸
廼
毛
）
た
む
か
ひ
も
せ
ず
（
紀
歌
謡
十
一
）

な
ど
挙
げ
る
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ
は
「
言
ふ
」
に
実
質
的
意
味
が
認
め
ら
れ

て
、
今
問
題
と
す
る
「
ト
イ
フ
」
と
は
別
で
あ
る
。
万
葉
集
に
も
こ
の
意
味
の

用
法
は
多
く
、
従
っ
て
「
君
は
」
「
使
革
」
を
受
け
或
い
は
「
言
」
「
言
葉
」
と

共
に
用
い
て
い
る
。

百
千
た
び
恋
ふ
と
司
引
引
（
恋
跡
云
友
）
諸
茅
等
が
練
の
肯
功
は
わ
れ

た
の

は
信
ま
じ
（
四
7
7
4
）

漁
す
る
海
人
の
児
ど
も
と
人
は
ヨ
d
（
伊
倍
騰
）
・
（
五
聖

大
宮
は
此
処
と
聞
け
ど
も
大
殿
は
此
間
と
笥
引
（
撃
5
（
一
2
9
人
麿
）

こ
れ
に
対
し
て
形
式
語
「
ト
イ
フ
」
と
「
と
も
」
．
「
ど
も
」
と
重
ね
た
例
は
、
先

の
旅
人
の
二
例
の
外
に
は
、
次
の
〓
例
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

天
地
は
広
し
ヨ
d
（
比
昌
之
等
伊
信
行
）
吾
が
為
は
狭
く
や
な
り
ぬ

．
キ
日
月
は
明
し
封
同
．
へ
l
d
（
安
可
之
等
伊
倍
鴇
）
吾
が
為
は
照
り
や
給

は
ぬ
（
五
聖
億
良
「
貧
窮
問
答
歌
」
）

9

つ
山



こ
れ
は
「
広
け
れ
ど
」
「
明
け
れ
宅
の
意
で
あ
七
億
良
に
は
後
述
の
如
く
訓

読
語
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
歌
人
の
二
首
も
亦
訓
読
語
の
影
響
が
考
え

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

6
遍
体
形
＋
ガ
＋
為
ニ
（
ム
ガ
タ
メ
ニ
）

忘
れ
亘
わ
が
紐
に
付
く
香
具
山
の
放
り
に
し
里
を
忘
れ
む
が
た
め
（
忘
之

‥
為
）
▼
（
禦

帥
大
件
卿
歌
五
首
の
中
の
一
首
で
老
後
の
作
。
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
で
は

「
た
め
（
に
）
」
が
連
体
形
に
付
属
す
竃
際
は
必
ず
助
詞
「
が
」
．
を
介
し
た
（
最

勝
王
経
の
照
究
一
八
九
二
一
四
ペ
。
語
研
三
七
〇
ペ
以
下
）
。
元
来
、
目
的
を

表
わ
す
国
語
の
．
タ
メ
は
形
式
名
詞
l
で
あ
る
か
ら
連
体
語
を
受
け
、
活
用
語
灯
は

連
体
形
貯
直
接
す
る
．
こ
と
は
万
葉
集
に
も
多
い
。

衰
な
る
妹
が
待
ち
瑚
矧
瑚
矧
（
待
将
間
多
米
）
品
、
神
社
忌
寸
老
麿
）

心
か
る
に
、
「
連
体
形
＋
ガ
＋
タ
メ
（
ニ
）
」
と
「
が
」
を
介
す
る
用
法
は
、
右

の
旅
人
の
外
に
は
次
の
一
首
の
み
で
あ
る
．。

こ
の
時
雨
い
た
↑
な
降
り
そ
吾
妹
子
に
見
叫
瑚
刑
た
め
に
（
芙
勢
牟
我
多

米
蘭
）
黄
葉
取
り
て
む
（
聖
接
久
米
朝
臣
広
紐
）

作
者
広
縄
は
、
．
越
前
抜
大
伴
池
主
の
後
任
で
、
家
持
と
歌
の
贈
答
が
あ
り
、
家

持
を
廻
る
詩
人
的
宮
人
の
一
人
で
あ
っ
て
、
他
に
も
後
述
の
如
く
「
訓
読
語
」

の
使
用
例
が
あ
る
。
平
安
時
代
の
和
文
に
も
「
が
」
を
介
す
る
例
は
な
く
、
こ

の
用
法
は
独
り
訓
点
資
料
に
見
ら
れ
る
用
法
で
あ
る
こ
と
、
奈
良
時
代
の
例
が

右
の
如
き
特
定
人
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
万
葉
集
の
旅
人
の
も
訓

読
語
の
影
響
と
．
考
え
ら
れ
．
る
。
奈
良
時
代
紅
は
外
に
仏
足
石
歌
碑
の
歌
に
、

薬
師
求
む
良
き
人
求
む
覚
ま
さ
む
が
た
め
に
（
佐
麻
佐
牟
我
多
米
蘭
）
（
2
1
）

が
知
ら
れ
か
れ
、
l
そ
の
時
閉
（
天
平
勝
宝
四
年
七
五
二
）
や
内
容
か
ら
見
て
訓

読
語
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

山
上
憶
良
の
厨
語
中
に
は
「
ま
す
ま
す
」
「
と
い
ヘ
ビ
」
・
「
も
ろ
も
ろ
の
」
「
ま

た
（
接
続
詞
）
」
、
引
用
の
語
法
、
「
は
・
：
む
の
ぞ
」
が
該
当
語
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
の
う
ち
、
沈
痛
自
哀
文
に
続
く
長
歌
（
豊
中
の
「
マ
ス
マ
ス
モ
」
と
、

貧
窮
問
答
歌
（
聖
の
「
広
し
可
H
l
ベ
d
L
「
明
し
d
J
川
J
「
均
」
の
二
語
は
旅
人

の
用
語
中
に
も
見
ら
れ
、
そ
こ
で
既
に
触
れ
た
4

7
　
も
ろ
も
ろ
の
　
（
諸
の
）

も
ろ
も
ろ
の
　
（
諸
能
）
大
御
神
た
ち
船
の
蝕
に
（
略
）
導
き
申
し
（
五
8
9
4
）

憶
良
が
、
大
店
大
便
丹
埠
広
成
　
（
懐
風
藻
に
詩
三
首
の
作
者
）
　
に
上
っ
た
好
去

好
東
歌
中
に
あ
る
。
訓
点
資
料
に
は
「
モ
ロ
モ
ロ
」
の
語
が
「
諸
」
「
衆
」
「
庶
」

等
の
訓
と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、
「
モ
ロ
モ
ロ
ノ
」
の
形
で
連
体
語
と
な
る
こ

と
が
多
い
。
特
に
仏
典
で
は
連
体
語
の
こ
の
形
専
用
で
あ
る
。

ツ
ネ
に
こ
　
　
て
　
　
　
　
シ
テ
　
　
シ
テ
　
ー
　
の
　
　
　
　
と
　
　
に
　
　
ネ
カ
バ
シ
▲
　
　
こ
と

虚
空
蔵
菩
薩
恒
随
守
謹
　
令
二
諸
有
情
t
常
所
楽
レ
　
見
▼
　
（
求
閲
持

法
応
和
頃
点
）

ネ

カ

ハ

ク

ハ

　

の

カ

ム

ト

サ

ト

レ

　

　

　

．

ケ

イ

と

庶
　
諸
鑑
徒
悟
〓
夷
険
之
殊
径
一
夫
（
不
空
累
乗
神
呪
心
経
寛
徳
点
）

和
文
に
は
こ
の
語
は
一
遍
に
無
く
、
万
葉
集
で
も
「
み
な
（
皆
）
」
を
用
い
る
。

「
み
・
な
」
の
例
は
多
く
」
そ
の
連
体
語
も
、
「
入
園
乃
l
命
も
吾
も
（
六
禦
」
と
用

い
を
万
葉
集
の
「
モ
ロ
モ
ロ
」
は
右
の
外
に
一
例
・
巻
二
十
防
人
の
歌
に

「
㌢
も
ろ
臣
（
母
呂
々
．
意
）
尊
く
と
l
申
す
」
（
4
3
7
2
）
が
あ
る
が
・
一
こ
れ
は
上

代
の
「
つ
辛
め
も
ろ
も
．
ケ
（
毛
呂
毛
呂
）
」
（
仏
足
石
碑
歌
）
、
「
汝
た
ち
諸
は
革

ヽ

近
姪
な
か
」
l
（
十
七
詔
）
と
同
じ
く
、
「
諸
人
」
の
意
の
体
言
の
用
法
で
あ
る
。

し
か
る
．
に
億
良
の
一
例
は
、
意
味
も
用
法
も
、
仏
典
の
訓
点
に
お
け
る
「
諸
の
」

と
通
ず
る
。
春
日
政
治
博
士
は
こ
の
憶
良
の
語
を
漢
文
訓
み
に
影
響
さ
れ
た
用

法
か
と
疑
わ
れ
て
い
る
．
（
長
勝
王
経
盲
点
の
国
語
学
的
研
究
一
五
三
ペ
）
。
こ
の

連
体
語
の
用
法
は
奈
良
時
代
に
は
続
記
宣
命
に
、

仏
の
御
法
を
護
ま
つ
り
専
ま
つ
る
は
車
l
現
川
神
た
ち
に
伊
東
し
け
り
（
三
十
八
詔
）

03



啓影の語読訓文

l
　
漠るけおに

／
　
集莫万

此
に
依
て
l
諸
乃
人
に
合
田
と
な
も
召
つ
る
（
四
十
五
詔
）

が
あ
る
。
四
十
五
詔
の
．
は
最
肪
王
経
を
引
用
し
た
一
節
で
、
三
十
八
詔
の
は

「
諸
の
神
」
が
憶
良
の
用
語
と
同
じ
で
あ
る
。

8
　
接
続
詞
「
ま
た
」

萩
の
花
尾
花
葛
花
啓
麦
の
花
女
郎
花
ま
た
（
又
）
藤
袴
朝
貌
の
花
（
八
聖

秋
の
七
種
の
歌
二
首
の
中
二
目
で
あ
る
。
語
と
語
、
又
は
句
と
句
、
文
と
文
を

接
続
す
る
「
マ
タ
」
は
本
来
国
語
に
は
無
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
右
例
の
よ

ぅ
な
語
と
語
の
並
列
に
は
、
助
詞
「
と
：
l
と
」
か
或
い
は
単
に
語
の
列
挙
の
み

で
足
り
る
か
ら
で
、
そ
の
例
は
上
代
文
献
に
多
い
。
し
か
か
に
、
疲
続
詞
「
ま

た
」
は
集
中
右
の
憶
良
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
一
方
漢
文
訓
読
で
は
接
続
語

「
又
」
「
復
」
「
亦
」
「
且
」
を
「
マ
タ
」
と
訓
ず
る
こ
と
か
ら
接
続
詞
「
ま
た
」

の
用
法
が
見
ら
れ
る
。

江
l
河
地
を
紐
ヒ
て
、
刑
事
潤
を
〔
於
〕
l
輿
（
の
）
融
に
流
セ
リ
　
（
知
恩
院

正
大
唐
三
蔵
玄
英
法
師
麦
啓
平
安
初
期
点
）

亨
物
、
名
正
シ
ケ
レ
ト
モ
未
だ
真
l
如
（
の
）
〔
之
〕
境
を
渉
（
ら
）
ず
、
．

尺

グ

ハ

　

　

　

　

　

　

　

み

猶
し
切
還
ク
義
l
冊
を
徽
シ
（
く
し
）
て
央
な
る
を
観
（
同
右
「

ソ
レ

【
以
）
．
解
●
脱
妙
の
素
練
を
も
て
し
、
刃
は
l
種
種
の
一
．
切
智
智
元
生
忍
の
等

き
功
徳
珍
宝
を
以
て
　
〔
而
〕
白
を
荘
厳
し
　
（
地
蔵
十
輪
踵
二
元
慶
点
）

万
葉
集
に
は
別
に
「
再
び
」
の
意
の
副
詞
「
ま
た
」
が
あ
っ
て
、
こ
の
用
例
重

極
め
て
多
い
。
こ
の
用
法
な
ら
紀
歌
謡
に
も
、

変
し
妹
が
劃
（
磨
随
）
咲
き
出
来
ぬ
（
一
一
四
）
　
　
　
　
、

と
あ
り
、
こ
れ
が
国
語
「
ま
た
」
の
本
来
の
意
味
と
用
法
で
あ
ろ
う
。
接
続
詞

「
ま
た
」
は
漢
文
の
「
又
」
「
亦
」
等
を
訓
じ
ゃ
」
と
に
起
因
す
る
直
訳
語
と
見

ら
れ
る
。
さ
す
れ
ば
憶
良
の
用
語
は
こ
の
訓
読
語
の
現
わ
れ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
「
又
」
が
郡
読
語
だ
せ
い
・
う
こ
と
は
既
に
井
手
至
氏
小
島
憲
之
博
士
の
指

紺
が
あ
る
（
注
3
1
）
○

接
続
詞
「
又
」
は
続
記
宣
命
に
も
、

諸
社
之
禰
宜
等
瞥
竺
階
可
刃
．
僧
綱
始
亘
諸
寺
師
位
僧
尼
等
訝
仰
物
布
施

賜
布
。
刻
高
年
人
等
養
賜
。
刃
困
乏
人
等
志
賜
布
（
四
十
八
詔
）

等
が
あ
る
が
」
　
こ
れ
も
訓
読
語
の
影
響
で
あ
ろ
う
。

9
　
引
用
の
形
式

神
代
よ
り
言
ひ
伝
て
来
ら
く
（
云
伝
久
良
久
）
　
『
そ
ら
み
つ
倭
の
国
は
皇

神
の
厳
し
き
国
言
霊
の
幸
は
ふ
国
』

幻
語
り
拙
ぎ
司
叫
鋤
釧
l
訓

け
り
　
（
等

加
多
利
紐
伊
比
都
賀
．
比
計
理
）
8
9
4

こ
れ
も
好
去
好
来
歌
で
そ
の
冒
頭
。
平
安
初
期
訓
点
資
料
に
は
、
「
言
は
て
」

「
日
は
く
」
等
の
引
用
句
の
語
法
に
お
い
て
、
引
用
の
結
び
に
再
び
「
と
い
ふ
」

等
の
語
を
呼
応
ぜ
せ
る
の
が
常
別
で
あ
っ
た
．
こ
と
は
先
学
の
説
か
れ
た
所
で
あ

る
（
最
勝
王
腰
の
研
究
二
九
八
ペ
以
下
）
万
葉
集
中
の
引
用
形
式
で
、
結
び
に

再
び
伺
「
ト
イ
ー
フ
」
等
の
語
を
呼
応
さ
せ
る
も
の
、
㈲
単
に
「
ト
」
の
み
の
形

式
は
次
の
場
合
で
あ
る
。

伺
　
結
び
に
「
ト
イ
フ
」
等
を
呼
応
さ
せ
る
も
．
の
。

○
少
女
ら
が
夢
に
割
引
（
伊
米
蘭
都
具
良
久
）
『
：
・
』
幻
ぞ
夢
に
剖
増
刊

引
（
等
曽
伊
麻
商
都
気
都
流
＝
十
七
聖
家
持
）

○
道
来
る
人
の
伝
言
に
わ
れ
に
笥
（
語
艮
久
）
『
…
』
封
狂
言
や
人
の
討

叫
可
刹
（
常
狂
言
哉
人
之
云
都
流
）
（
十
九
聖
家
持
）
、

○
神
代
よ
り
言
ひ
継
ぎ
け
ら
く
（
伊
比
都
芸
家
良
久
）
『
…
』
打
か
く
様
に
一
首

訓
副
劃
（
登
可
久
佐
末
蘭
伊
比
家
流
物
乎
）

（
十
八
聖
家
持
）

○
世
の
中
の
愚
人
の
吾
妹
子
に
告
げ
て
笥
（
告
而
語
久
）
『
・
：
』
封
司
訓

．
刷
珂
咄
（
彗
口
家
礼
婆
）
（
九
聖
詠
浦
島
子
）

○
里
人
の
わ
れ
に
剖
q
叫
引
（
吾
丹
告
楽
）
『
…
』
山
人
ぞ
剖
叫
司
る
I
（
登
人

13



曽
告
鶴
）
（
十
三
聖
相
聞
、
不
明
）

ひ
恕
ぎ
来
ら
ノ
1

（
言
粗
東
口
）
『
…
』
と
玉
の
緒
の
紐
ぎ
て
は
い
．
へ

幻
（
登
玉
緒
之
恕
両
者
些
≡
（
土
二
聖
相
聞
、
不
明
）

㈲
一
結
び
に
「
卜
」
の
み
の
形
式

座
す
』
と
人
望
言
へ
れ
ば
（
等
人
云
者
）
石
根
さ
く
み
て
な
づ
み
来
し

二
一
m
一

〇
『
な
ゆ
竹
の
と
を
よ
る
皇
子
さ
丹
つ
ら
ふ
わ
ご
大
王
は
隠
ロ
の
泊
瀬
の
山

2

3

○
う
ち
嘆
き
語
り
け
ま
く
は
　
（
可
多
旦
家
末
久
汝
）

『
…
』
と
　
（
等
）
。
待
た

．
．
．
し
け
む
時
の
盛
り
ぞ
（
十
八
聖
家
持
）

○
里
人
の
吾
に
笥
（
都
具
良
久
）
『
…
』
l
と
l
（
等
）
。
・
う
ら
恋
ひ
す
な

㌢
（
十
七
聖
大
伴
池
主
）

の
た

○
父
雲
叩
は
朽
網
の
l
白
髪
の
上
ゆ
涙
重
り
嘆
き
宣
賜
ぱ
く
（
乃
多
婆
久
）

『
…
』
田
（
等
）
。
惜
し
み
つ
っ
悲
し
み
座
せ
（
二
十
聖
家
芭

○
妹
が
川
可
ら
l
く
1
．
（
答
久
）
『
：
・
』
史
等
）
。
そ
こ
ら
く
に
望
め
し
言
を
（
九

．
1
7
4
0
、
詠
浦
島
子
）

○
吾
妹
子
が
母
に
笥
（
語
久
）
『
…
』
幻
（
跡
）
．
。
隠
沼
の
下
延
へ
置
き

て
（
九
聖
見
菟
原
処
女
蓋
、
高
橋
虫
暦
歌
集
）
・

㈲
の
形
式
も
亦
、
平
安
初
期
訓
点
に
見
ら
れ
る
。

（

み

つ

）

か

ビ

ル

ふ

又
司
咄
－
刊
）
『
新
撰
の
西
l
域
の
記
を
ば
〔
著
〕
当
に
自
ラ
披
ケ
覧
ヨ
』

、
と
l
。
（
知
恩
院
蔵
大
唐
三
蔵
玄
共
法
師
表
啓
平
安
初
期
点
）

最
勝
王
経
盲
点
に
も
顧
経
四
分
律
古
点
．
に
も
回
㈲
共
に
見
ら
れ
る
。
所
で
万
葉

集
中
に
あ
る
伺
㈲
の
形
式
の
作
者
は
作
者
名
の
明
確
な
歌
は
、
．
．
憶
浪
・
家
持
・

池
主
で
、
訓
証
語
使
用
の
例
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
人
々
で
あ
る
。
集
中
の
直

接
話
法
の
形
式
に
は
別
に
、
次
の
用
法
が
見
ら
れ
、
そ
の
例
が
多
い
。

○
磐
垣
淵
の
隠
り
の
み
恋
ひ
っ
．
つ
あ
る
に
、
『
渡
る
日
の
暮
れ
行
く
が
如
、

照
る
月
の
雲
隠
る
如
、
沖
つ
藻
の
靡
き
し
妹
は
黄
葉
の
過
ぎ
て
主
に
き
』

と
玉
梓
の
債
の
言
へ
は
　
（
等
玉
梓
之
使
之
言
者
）

（
二
㌢
人
麿
）

○
恋
ふ
れ
ど
も
逢
ふ
因
を
無
み
、
『
大
鳥
の
羽
易
の
山
に
わ
が
恋
ふ
る
妹
は

に
神
さ
び
に
斎
き
い
ま
す
』
と
玉
梓
の
人
ぞ
言
ひ
っ
・
る
　
（
等
玉
梓
乃
人
曽

言
鶴
）
（
三
聖
丹
生
王
の
挽
歌
い
冒
頭
）

こ
れ
ら
の
形
式
は
、
三
度
の
壇
複
が
な
く
、
「
『
…
』
と
某
は
言
ふ
」
の
形
式
で
」

平
安
時
代
の
和
文
は
無
論
、
現
代
語
で
も
普
通
に
用
い
る
形
で
あ
る
。
む
し
ろ

「
い
は
く
…
と
い
ふ
」
は
現
代
語
で
も
訓
読
臭
を
感
ず
る
表
現
で
あ
る
。
記
紀

歌
謡
の
引
用
形
式
は
す
べ
て
「
『
…
』
と
某
は
言
ふ
」
の
形
式
の
み
で
あ
る
。

－

　

　

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

「
赤
玉
の
光
は
あ
り
」
と
人
は
言
へ
ど
　
（
阿
利
登
比
都
路
伊
現
耐
）
　
（
紀
歌

．
謡
6
）
・

「
群
鳥
の
我
が
儲
れ
往
な
は
引
け
鳥
の
我
が
引
け
華
な
は
泣
か
じ
」
と
は

l

l

l

］

ヽ

ヽ

汝
は
云
ふ
と
も
　
（
那
迦
士
登
波
郡
波
伊
布
登
母
）
　
（
記
歌
謡
4
）

し

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

「
み
吉
野
の
中
卒
渇
が
獄
に
獣
伏
す
」
と
誠
司
大
前
に
申
す
（
布
須
萱
多
礼

曽
意
富
麻
幣
蘭
麻
哀
須
）
　
（
記
歌
謡
9
7
）

今
、
先
の
「
日
は
く
…
受
い
ふ
」
類
の
訓
点
に
見
る
と
同
じ
形
式
を
A
型
、
こ

の
「
『
…
』
と
某
は
言
ふ
」
の
型
を
B
型
と
す
る
と
、
他
の
上
代
作
品
に
お
け

渇
両
型
の
割
合
は
、
工
藤
香
代
子
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
琵
紀
宣
命
で
は
B

型
が
六
十
九
％
で
A
型
が
三
十
一
％
、
碇
詞
で
は
B
型
が
九
十
％
で
A
型
が
十

％
、
古
事
記
で
は
こ
の
比
率
が
逆
で
、
B
型
が
十
七
％
に
対
し
て
A
型
が
八
十

三
％
と
な
り
、
元
興
寺
縁
起
で
も
B
型
十
八
％
に
対
し
て
A
型
が
八
十
二
％
と

な
っ
て
い
る
と
い
う
（
注
翌
。
本
居
宣
長
は
　
（
記
伝
絵
笛
、
訓
法
事
）
、
A
型
が

「
古
語
の
格
」
と
さ
れ
、
春
日
政
治
博
士
も
訓
点
の
形
式
が
A
型
で
宣
長
の
説
に

合
う
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
、
「
之
を
直
ち
に
漢
文
の
影
窟
二
T
あ
る
と
折
ず
る
こ

と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
が
」
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
こ
の
言
方
が
平
安
朝
の
仮



響影の語蘭郡文藻るけおに集葉万

名
文
学
に
比
顔
的
少
い
こ
と
等
を
見
合
せ
ら
れ
て
「
少
く
も
通
俗
語
に
は
余
り

用
い
ら
れ
な
く
て
、
主
と
し
て
学
者
語
の
方
に
用
い
ら
れ
た
と
言
ふ
こ
と
が
出

来
る
」
と
さ
れ
た
（
最
肪
王
経
の
研
究
三
〇
」
ペ
）
。
A
型
の
二
重
表
現
は
漢
文

の
語
序
に
合
っ
た
形
式
で
あ
る
こ
と
、
続
記
宣
命
に
は
少
な
く
そ
こ
に
あ
る
A

型
は
訓
読
語
の
影
響
と
も
考
え
う
る
こ
と
と
、
万
葉
集
中
の
用
例
が
、
特
定
の

漢
詩
人
の
用
語
で
あ
る
こ
と
と
併
せ
て
、
こ
の
形
式
も
訓
読
語
の
影
響
の
一
か

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
古
事
記
に
A
型
の
多
い
こ
と
は
、
逆
に
古
事
記
に

お
け
る
訓
読
語
の
影
響
を
再
考
す
る
手
掛
り
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
っ
．
て
、
こ

れ
に
よ
っ
て
宣
長
が
古
語
の
格
と
考
え
た
の
は
、
例
の
唐
風
ざ
ま
を
排
す
る
態

度
に
基
く
も
秒
で
あ
ろ
う
。

大
伴
池
主
の
用
語
中
に
は
、
右
の
引
用
の
語
法
が
家
持
宛
書
簡
に
付
せ
ら
れ

た
長
歌
晋
に
見
ら
れ
る
外
に
、
「
は
：
．
・
も
の
ぞ
」
「
う
た
が
た
も
」
「
み

す
」
が
あ
る
。

1
0
ハ
…
モ
ノ
ゾ

古
ゆ
言
ひ
継
ぎ
来
ら
し
世
の
中
吋
数
な
き
剖
ぞ
（
余
乃
奈
加
汝
可
受
奈

祝
毛
能
曽
）
（
十
七
m
）

同
じ
家
持
宛
書
簡
付
の
長
歌
中
に
あ
る
。
漢
文
の
「
1
着
－
也
」
又
は
類
似
の

「
A
は
B
な
り
」
の
構
文
を
訓
読
す
る
の
に
、
平
安
初
期
訓
点
で
は
「
ハ

体
言
ゾ
」
「
…
ハ
…
連
体
形
＋
モ
ノ
ゾ
」
が
屡
と
用
い
ら
れ
る
。
．

岩
間
（
く
）
こ
と
得
む
考

l
皆
甘
露
の
無
生
法
門
を
入
（
ら
）
む
可
パ
勇

（
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
平
安
初
期
点
）

自
反
－
タ
ケ

郭
瑛
ハ
、
健
ウ
（
し
）
て
樹
に
上
る
可
4
外
ト
イ
フ
〔
也
〕
（
法
華
経
玄

賛
第
三
盲
点
）

こ
れ
ら
の
「
モ
ノ
ゾ
」
は
強
調
表
現
の
如
く
で
、
・
こ
の
語
が
な
く
て
も
埠
に

「
上
る
」
「
人
ら
む
」
だ
け
で
国
語
と
し
て
は
通
ず
る
所
で
あ
る
。
万
葉
集
中
、

文
末
を
T
モ
ノ
ゾ
」
で
終
る
歌
は
、
右
の
地
主
の
歌
の
外
に
七
首
あ
る
。
家
持

三
首
、
憶
良
一
首
、
作
者
不
明
三
首
で
あ
る
。
特
に
「
ハ
…
モ
ノ
ゾ
」
は
家
持

と
作
l
者
不
明
歌
に
各
一
首
あ
る
。

1
何
処
よ
り
来
り
七
湖
の
l
召
（
物
籠
曽
＝
五
聖
憶
艮
）

1
2
紅
叫
移
ろ
ふ
引
叫
可
（
母
l
能
曽
）
（
十
八
聖
家
持
）

3
夏
痩
砿
よ
し
と
云
ふ
引
叫
召
（
云
物
曽
）
む
な
ぎ
と
り
召
せ
（
十
六
聖

家
持
が
戯
れ
に
富
田
老
に
贈
る
歌
）

4
如
何
に
し
て
忘
れ
む
引
叫
召
（
忘
物
曽
）
恋
上
云
ふ
も
の
を
（
六
聖
家
持
）

5
、
も
の
の
ふ
の
巨
の
壮
去
剰
大
君
の
任
の
ま
に
ま
に
聞
く
と
云
ふ
引
叫
胡

（
聞
跡
云
物
曽
）
　
（
三
3
6
9
不
明
）

6
如
何
に
し
て
恋
止
む
も
の
ぞ
（
恋
止
物
序
）
天
地
の
神
を
祈
れ
ど
吾
は
思

ひ
益
る
（
十
三
等
答
、
男
子
作
）

7
古
衣
打
乗
る
人
は
秋
風
の
立
ち
来
る
時
に
も
の
思
ふ
引
叫
可
（
物
念
物
其
）

（
十
一
聖
寄
物
陳
思
、
不
明
）

憶
艮
・
家
持
の
歌
に
「
訓
読
語
」
め
存
す
る
こ
l
と
は
既
述
の
如
く
で
あ
る
。
用

3
6
9
は
前
歌
川
が
左
往
に
よ
る
と
石
上
乙
層
の
歌
で
、
こ
れ
に
和
ふ
る
歌
で
あ
る
。

乙
層
は
訓
読
語
使
用
者
に
擬
せ
ら
れ
る
（
後
述
）
か
ら
、
そ
の
関
係
者
に
訓
読

語
使
用
の
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
：
∴
…
モ
ノ
ゾ
」
は
宣
命
に
も
見

ら
れ
る
。復
勅
し
く
此
帝
の
髄
と
云
物
叫
（
云
物
波
）
天
の
授
け
不
給
ね
人
に
授
け
て
は
保

っ
こ
と
も
不
得
亦
変
て
身
も
減
ひ
ぬ
る
嘲
判
（
滅
奴
流
物
曽
）
（
四
十
五
翌

1
1
　
う
た
が
た
も
（
二
例
）
l

告
の
来
鳴
く
山
吹
う
た
が

め
や
も
（
十
七
聖

た
も
（
宇
多
賀
多
母
）
君
が
手
触
れ
ず
花
散
ら

33

天
離
る
都

に
あ
る
わ
れ
を
う
た
が
た
も
（
宇
多
我
多
毛
）
寵
解
き
放
け
て



恩
は
す
ら
め
や
（
十
七
禦

冊
は
家
持
宛
漢
文
書
簡
に
付
せ
ら
れ
た
二
首
の
中
、
3
9
4
9
は
「
守
大
伴
宿
禰
家
持

の
館
に
集
ひ
て
宴
す
る
歌
」
中
の
一
首
で
あ
る
。
「
ウ
タ
が
ク
モ
」
の
訓
は
観

智
院
本
名
義
抄
に
「
未
必
ウ
タ
カ
タ
モ
」
と
あ
り
、
遊
仙
窟
（
醍
醐
寺
本
、
真

福
寺
本
）
l
の
古
点
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
所
で
あ
る

（
注
翌
。
遊
仙
窟
を
憶
良
を
始
め
と
す
る
万
葉
人
が
愛
読
し
た
ヱ
上
は
小
島
憲
之

博
士
外
諸
氏
の
指
摘
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
醍
醐
寺
本
・
真
福
寺
本
の
遊
仙
窟

の
古
訓
が
ど
の
程
度
の
古
さ
を
伝
え
て
い
る
か
は
別
に
論
ず
べ
き
問
題
で
あ
る

が
、
訓
読
史
の
卑
見
か
ら
す
る
と
、
音
訓
法
を
認
め
る
こ
と
が
で
計
る
の
で
、

池
主
の
「
ウ
ツ
ガ
ク
モ
」
の
用
語
も
音
訓
と
関
係
を
考
え
る
こ
と
汎
で
き
る
。

万
葉
集
中
「
ウ
タ
が
ク
モ
」
の
語
は
外
に
二
例
（
注
撃
で
あ
サ
て
、

，
離
れ
磯
に
立
て
る
む
ろ
の
木
う
た
が
た
も
（
宇
多
我
多
毛
）
・
久
し
き
時
を

過
ぎ
に
け
る
か
も
（
十
五
聖

6

ぅ
太
が
た
も
（
歌
方
毛
）
日
ひ
つ
つ
も
あ
る
か
（
十
二
聖
正
述
心
緒
）

3
6
0
0
は
新
羅
に
遣
わ
さ
れ
た
佳
人
の
作
。
こ
の
二
例
は
、
否
定
に
応
ぜ
ず
、
池
主

の
二
例
や
訓
点
と
は
異
な
っ
た
用
法
か
と
疑
わ
れ
る
誹
「
う
た
が
た
も
ー
否
定
」

の
同
義
語
は
「
公
以
痢
融
引
刊
（
必
）
あ
ほ
ざ
ら
め
や
も
（
三
二
八
七
）
」
等
に

「
モ
」
を
附
し
た
「
カ
ナ
ラ
ズ
モ
」
（
但
し
こ
の
語
形
は
集
中
に
は
例
が
な
い
）

で
あ
ろ
う
。
∴

1
2
．
な
つ
か
し
み
す

玉
梓
の
道
の
神
た
ち
幣
は
せ
む
吾
が
思
ふ
君
を
な
つ
か
し
み
せ
よ
（
奈
都

可
之
芙
勢
余
）
（
十
七
聖

家
持
の
贈
歌
に
対
す
る
地
主
の
返
歌
で
序
を
付
す
。
「
－
、
、
、
ス
」
（
又
は
そ
の
音

便
「
－
ん
ず
」
）
が
漢
文
訓
読
に
頻
用
さ
れ
る
が
一
方
和
文
に
は
殆
ん
ど
塙
い
一

な
い
こ
と
は
説
か
れ
る
如
く
で
あ
る
（
語
研
五
七
八
ペ
以
下
）
。
こ
の
形
は
平
安

時
代
の
和
文
で
は
「
か
な
し
づ
す
」
等
形
容
詞
の
連
用
形
が
用
い
ら
れ
る
形
に

該
当
し
、
万
葉
集
で
も
「
懐
L
と
（
名
辞
蚊
為
迩
）
＋
動
詞
（
十
六
3
7
9
1
こ
「
懐
し

み
（
名
著
）
思
ふ
（
七
聖
」
等
用
い
ら
れ
て
い
て
、
丁
ミ
勾
」
と
サ
変
動
詞

の
つ
い
た
形
は
形
式
化
さ
れ
た
観
が
あ
る
。
集
中
「
－
ミ
ス
」
の
形
は
、
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さ
百
合
花
後
も
逢
は
む
と
思
へ
こ
そ
今
の
ま
さ
か
も
う
る
ほ
し
み
す
れ

（
宇
流
波
之
美
須
礼
）
（
十
八
讐
家
持
）

束
に
貫
く
花
橘
を
ヨ
H
u
（
等
毛
之
芙
思
）
こ
の
わ
が
且
に
来
鳴
か
ず

あ
る
ち
し
（
十
七
聖
家
持
「

色
梢
の
袖
の
別
れ
を
矧
副
u
可
（
難
見
為
而
）
荒
淫
の
浜
に
足
取
り
す
る

二
か
も
（
十
三
3
2
1
5
、
相
聞
）

あ
し
ひ
き
の
山
橘
の
色
に
出
で
て
わ
が
恋
ひ
な
む
を
人
目
婁
l
司
刊
（
難
為
）

な
（
十
一
聖
不
明
）

が
あ
り
、
作
者
の
判
明
す
る
の
は
地
主
の
外
に
は
家
持
で
あ
る
。
漢
文
訓
読
で

は
原
漢
文
の
体
言
又
は
体
言
的
語
句
を
用
言
に
訓
ず
る
必
要
が
屡
ミ
存
す
る
の

で
あ
旦
サ
変
動
詞
「
す
」
は
そ
の
役
割
を
担
う
の
で
あ
る
が
」
そ
れ
に
対
す

る
体
言
的
語
句
の
漢
字
の
訓
と
し
て
「
－
み
」
が
採
用
さ
れ
て
「
－
、
、
、
ス
」
の

形
が
生
じ
た
か
も
し
れ
な
い
。
さ
す
れ
ば
こ
の
語
形
は
漢
文
訓
読
に
起
因
す
る

公
算
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

大
伴
家
持
に
も
該
ぎ
語
の
存
す
る
こ
と
は
、
既
に
「
い
よ
よ
」
±
口
ぐ
ら
ぐ

…
と
告
げ
つ
．
る
」
「
言
ひ
総
ぎ
け
ら
く
…
と
言
ひ
け
る
」
「
語
ら
く
…
と
人
の
云

ひ
つ
る
」
「
語
り
け
ま
く
は
…
と
」
「
の
た
ぱ
く
」
・
と
し
、
「
（
は
）
…
も
の
ぞ
（
三

例
）
」
「
…
み
す
（
二
例
）
」
に
つ
い
て
放
れ
た
如
く
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
次
の

語
が
挙
げ
ら
れ
る
。

1
3
　
モ
シ
　
（
若
）
…
ナ
ラ
バ
　
〔
仮
設
〕

モ
シ
ヒ
サ
ニ
ア
テ
パ
′

君
の
往
き
芳
久
蘭
有
婆
梅
柳
語
意
ハ
に
か
吾
が
緩
か
む
（
十
九
聖
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左
敵
に
よ
る
と
家
持
が
、
判
官
久
l
米
打
粗
の
正
税
隈
を
掛
っ
て
上
訂
す
る
折
0

モ
シ

作
と
あ
る
（
広
窪
の
「
訓
読
語
」
使
肝
に
つ
い
て
は
後
述
）
。
「
若
」
の
訓
は
古

来
か
く
訓
ま
れ
て
お
り
音
数
か
ら
見
て
従
う
べ
き
で
あ
る
。
所
が
、
国
語
の
仮

設
条
件
と
し
て
は
．
「
未
然
形
十
は
」
の
形
式
「
久
に
あ
ら
は
」
で
事
足
り
る
の

で
あ
っ
て
「
若
し
」
の
副
詞
は
無
く
て
も
通
ず
る
。
「
未
然
形
＋
ば
」
の
仮
設

条
件
法
は
記
紀
歌
謡
を
は
じ
め
集
中
に
個
が
多
い
。
し
か
る
に
「
若
し
…
未
然

形
十
は
」
の
仮
設
は
家
持
の
右
一
例
の
み
で
あ
る
（
但
し
」
「
割
君
香
跡
（
二
六

五
三
）
」
「
割
人
見
而
解
披
見
鴨
（
二
五
六
八
）
」
を
旧
訓
に
従
っ
て
「
モ
シ
モ
」

と
訓
む
と
す
る
と
こ
の
二
例
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
方
は
疑
問
の
副

詞
で
あ
っ
て
、
仮
設
と
は
用
法
が
具
な
る
か
ら
除
か
れ
る
）
。

．
国
語
本
来
の
モ
シ
は
疑
問
の
副
詞
で
あ
っ
た
の
が
、
「
不
定
之
語
也
」
の
副

詞
「
若
」
を
訓
読
す
る
こ
と
か
ら
仮
設
に
も
広
め
ら
れ
た
も
の
で
、
仮
設
の
モ

シ
は
漢
文
訓
読
に
発
生
し
た
か
と
春
日
政
治
博
士
は
説
か
れ
る
（
最
勝
王
経
盲

点
の
研
究
一
八
〇
ペ
）
。
訓
点
の
「
若
…
ナ
ラ
バ
　
（
者
）
」
の
用
例
は
挙
げ
る
ま

で
も
な
い
。
さ
れ
ば
、
家
持
の
一
例
も
訓
読
語
の
影
響
を
考
え
う
る
。

1
4
　
ナ
ホ
シ
　
（
猶
・
尚
）
　
（
四
例
）

い
や
時
じ
く
に
な
は
し
（
奈
保
之
）
兄
が
は
し
（
十
八
4
1
1
2
）

な
は
し
（
奈
保
之
）
願
ひ
っ
千
年
の
命
を
（
二
十
豊

里
響
め
鳴
き
渡
れ
ど
も
な
は
し
（
尚
）
し
の
は
ゆ
（
十
九
聖

迫
へ
ど
迫
へ
ど
な
は
し
（
尚
）
来
聴
き
て
（
八
聖

後
の
二
例
は
「
尚
」
の
訓
で
あ
る
が
音
数
か
ら
見
て
こ
の
訓
で
良
い
で
あ
ろ

ぅ
。
万
葉
集
中
に
は
同
義
語
の
「
な
は
」
の
例
は
多
い
が
、
助
詞
「
し
」
の
付

い
た
・
「
な
は
し
」
は
家
持
の
右
四
例
と
次
の
作
者
未
詳
の
一
例
の
み
で
あ
る

（
但
し
こ
の
歌
は
「
猶
」
に
ナ
ホ
モ
な
ど
の
別
訓
も
可
能
で
あ
る
か
ら
確
例
と
な

し
難
い
）
。

の

昏
桐
姐
に
麦
食
む
駒
の
署
ら
ゆ
れ
ど
な
は
し
（
瞥
恋
し
く
思
ひ
か
ね
り

も
（
十
二
聖

訓
点
、
特
に
平
安
初
期
訓
点
で
は
助
詞
「
し
」
が
層
ミ
用
い
ら
れ
、
副
詞
に
つ

い
た
．
「
イ
マ
珂
（
乃
）
」
「
タ
ダ
珂
（
唯
）
」
「
ナ
ホ
シ
（
猶
）
」
が
常
用
さ
れ
杜
こ

l
と
は
、
例
え
ば
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
に
徴
し
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ

う
（
最
肪
王
経
古
点
の
研
究
二
七
七
ペ
）
。
二
万
、
源
氏
物
語
に
は
「
な
は
」

の
例
は
多
い
が
F
な
は
し
」
は
一
例
も
無
い
。
従
っ
て
宣
命
に
、

猶
之
法
乎
興
隆
之
牟
流
爾
汝
（
四
十
一
詔
）

と
あ
る
「
な
は
し
」
も
四
十
一
詔
の
内
容
か
ら
見
．
て
訓
読
語
の
影
響
と
考
え
ら

れ
る
。1
5
　
「
何
せ
む
に
」
「
何
す
と
か
」
「
何
す
れ
ぞ
」
　
（
副
詞
用
法
）

－・・－　－　1

恋
死
な
む
そ
こ
も
同
じ
ぞ
。
何
せ
む
に
．
（
奈
何
為
二
）
l
人
目
他
言
言
痛
み

わ
が
せ
む
（
四
望
．

－

　

　

　

－

・

▼

な
か
な
か
に
黙
も
あ
ら
ま
し
を
何
す
と
か
（
何
為
跡
香
）
相
見
そ
め
け
む
、

遂
げ
ざ
ら
ま
く
に
（
四
禦

－
　
　
　
1
・

ぅ
っ
せ
み
l
の
世
や
も
二
行
く
、
何
す
と
か
（
何
為
跡
鹿
）
妹
に
逢
は
ず
て

わ
が
独
り
寝
む
（
四
聖
－
－
－
－
－
・
・
－
・
－
－
－
ユ
▼

l
現
世
の
人
な
る
わ
れ
や
何
す
と
か
　
（
如
何
為
跡
可
）
一
日
二
夜
も
散
り
居

・
て
嘆
き
恋
ふ
ら
む
（
八
聖

「
何
＋
ス
」
の
作
る
副
詞
形
は
漢
文
訓
読
に
存
し
、
就
中
、
「
何
ス
レ
ゾ
」
は
訓

読
語
法
の
一
と
し
て
古
来
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。
家
持
の
右
四
首
の

「
何
」
と
「
ス
」
と
の
複
合
に
よ
る
副
詞
形
も
、
「
す
」
は
形
式
動
詞
的
で
、
「
何

ゾ
」
「
何
カ
」
と
殆
ど
同
義
と
解
さ
れ
、
訓
読
臭
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
集
中
「
ナ

ニ
カ
」
「
ナ
ニ
ゾ
」
は
無
論
、
他
に
イ
カ
ニ
カ
、
イ
カ
ニ
ゾ
、
．
イ
カ
ナ
ル
の
「
イ

カ
」
系
も
同
義
語
と
し
て
例
が
多
い
．
。
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副
詞
l
と
し
て
の
「
何
せ
む
に
」
（
注
翌
は
、
他
に
は
憶
良
と
乞
食
者
に
あ
り
、

・．・－－・・・・・－・・l

－
銀
も
金
も
玉
も
何
せ
む
に
（
奈
爾
世
武
爾
）
勝
れ
る
宝
子
に
及
か
め
や
も

（
五
聖
憶
艮
）

－－－－－・－・・－・・・・・・・l・

葦
蟹
を
大
君
召
す
と
何
せ
む
に
（
何
為
牟
蘭
）
吾
を
召
す
ら
め
や
（
十
六

聖
、
乞
食
者
「

他
は
．
「
何
為
」
を
訓
ん
だ
作
者
未
詳
歌
が
三
首
（
三
二
七
七
、
二
三
七
八
、
二

三
五
八
）
の
み
で
あ
そ
憶
良
に
訓
読
語
の
使
用
の
存
し
た
こ
と
は
既
述
の
如

く
で
あ
る
。
越
中
の
乞
食
者
の
歌
は
、
実
は
乞
食
者
の
も
つ
詞
章
に
擬
し
て
誼

か
貴
族
の
創
作
と
か
説
か
れ
る
か
ら
（
控
訴
）
或
い
は
訓
読
語
と
関
係
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。

「
何
す
と
か
」
は
、
家
持
以
外
に
は
二
首
が
あ
り
、

何
す
と
か
（
奈
何
鹿
）
債
の
来
つ
る
、
君
を
こ
そ
か
に
も
か
く
に
も
持
ち

が
て
に
す
れ
（
四
聖
大
伴
四
綱
）

何
す
と
か
（
何
為
等
加
）
君
を
厭
は
む
（
十
聖
不
明
）

准
看
の
判
る
四
綱
は
、
天
平
十
年
頃
大
和
少
接
、
防
人
の
司
佑
で
あ
っ
た
。
「
何

す
れ
ぞ
」
は
次
の
一
首
で
あ
る
。

時
々
の
花
は
咲
け
ど
滝
何
す
れ
ぞ
（
奈
蘭
須
礼
曽
）
母
と
ふ
花
の
咲
き
出

▼
　
来
ず
け
む
（
二
十
聖
防
人
大
部
真
麿
、
史
生
坂
本
人
上
進
上
の
歌
）

家
持
に
は
例
の
巻
十
九
の
「
毛
能
波
三
箇
辞
関
之
」
「
毛
能
波
氏
圏
乎
六
箇
辞

関
之
」
の
二
首
の
作
が
あ
り
、
こ
れ
が
訓
読
に
お
け
る
ヲ
コ
ト
点
法
と
酷
似
し

そ
の
関
連
が
疑
わ
れ
て
い
る
（
点
研
一
八
八
ペ
）
。
家
持
の
用
語
に
訓
読
語
を

見
出
▼
す
こ
と
は
上
代
の
訓
読
考
察
に
及
ぼ
す
所
が
大
き
い
。

久
米
広
縄
は
、
特
に
漢
詩
文
の
作
品
は
残
ら
な
い
が
、
越
前
按
大
伴
池
主
の

後
任
と
し
て
来
任
、
守
で
あ
っ
た
家
持
と
の
贈
答
（
八
首
）
又
は
広
縄
の
館
や

遊
覧
等
で
家
持
と
共
に
詠
じ
た
歌
を
残
し
、
家
再
も
少
納
言
遷
任
の
折
に
広
縄

に
対
し
て
漢
文
．
の
序
と
歌
二
首
を
贈
り
、
且
つ
池
主
・
広
穐
・
家
持
が
池
主
の

館
で
作
歌
し
て
い
る
か
々
家
持
を
廻
る
詩
人
的
官
人
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と

は
憩
像
に
難
く
な
い
。
従
っ
て
家
持
・
池
主
と
共
に
「
訓
読
語
」
の
使
用
も
考

え
う
る
4
前
述
「
モ
シ
…
ア
ラ
バ
」
が
広
縄
宛
の
家
持
の
作
歌
で
あ
り
、
広
縄

の
．
歌
に
も
「
…
ム
ガ
為
ニ
」
の
あ
る
こ
と
は
既
述
の
如
く
で
あ
る
。
こ
の
歌
も

九
月
三
日
宴
で
家
持
と
共
に
作
っ
た
二
首
の
中
の
一
首
で
あ
る
。
他
に
次
の
語

が
授
せ
ら
れ
る
。

1
6
　
い
さ
さ
か
に

い
さ
さ
か
に
　
（
伊
佐
左
可
爾
）
思
ひ
て
来
し
を
多
砧
の
浦
に
咲
け
る
藤
見

三
夜
経
ぬ
べ
し
（
十
九
聖

多
砧
浦
に
家
持
等
と
藤
見
し
た
折
の
作
。
「
い
さ
さ
か
に
」
の
語
は
集
中
右
一

例
し
か
な
い
（
注
3
7
）
。
同
義
語
「
ス
コ
シ
」
は
、

玉
筐
す
こ
し
（
小
）
開
く
に
（
九
1
7
4
0
、
詠
水
江
浦
鳴
子
）

天
地
に
す
こ
し
（
小
）
至
ら
ぬ
大
夫
と
思
ひ
し
わ
れ
や
（
十
．
二
m
、
正
彗

心緒】）．

等
用
い
ら
れ
る
。
平
安
時
代
訓
点
資
料
に
「
イ
サ
サ
カ
ニ
」
が
用
い
ら
れ
和
文

に
は
一
般
に
少
い
こ
と
は
築
島
博
士
の
指
摘
さ
れ
た
所
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
広

縄
の
交
友
関
係
か
ら
考
え
て
こ
れ
も
亦
訓
読
語
使
用
か
と
考
え
ら
れ
る
。

右
の
外
に
存
疑
に
、
石
上
乙
暦
と
背
奈
行
文
と
が
あ
る
。
石
上
乙
眉
の
作
歌

は
三
3
7
4
の
一
首
の
み
は
確
か
で
あ
る
が
（
こ
の
中
に
は
該
当
語
が
見
当
ら
「
た

い
）
、
訓
読
語
の
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
次
の
歌
は
作
者
に
疑
が
あ
る
。

〔
ハ
…
ゾ
〕

．
父
君
に
わ
れ
は
愛
子
ぞ
（
吾
剖
真
名
子
副
）
母
刀
自
に
わ
れ
は
愛
子
ぞ

（
吾
刹
愛
児
鈎
）
（
六
1
0
2
。
）

〔
ス
ム
ヤ
ケ
ク
）
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差
無
く
痔
あ
ら
せ
ず
す
む
や
け
く
（
急
）
還
し
賜
は
九
本
の
由
辺
に
（
大

豊
）

「
A
は
　
（
者
）
B
ぞ
（
也
）
」
の
形
式
が
、
万
葉
集
で
も
訓
読
語
の
影
響
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
は
池
主
の
訓
読
語
で
既
述
し
た
。
「
ス
ム
ヤ
ケ
ク
」
は
平
安
時

代
に
訓
読
語
と
さ
れ
る
「
ス
．
ミ
ヤ
カ
ニ
」
と
関
係
が
考
え
ら
れ
る
語
で
　
（
語
研

五
一
四
ペ
）
、
集
中
二
例
し
か
な
く
（
他
一
例
は
後
述
）
、
同
義
語
「
は
や
く
」

が
「
梅
の
花
早
く
（
半
也
久
）
な
散
り
そ
（
八
四
九
）
」
外
例
が
多
く
別
に
「
と

く
」
も
あ
る
か
ら
、
こ
の
二
語
共
に
訓
読
語
の
影
響
の
可
能
性
が
あ
る
。
し
か

し
こ
れ
ら
一
〇
二
〇
－
一
〇
二
二
の
「
石
上
乙
眉
卿
配
こ
土
左
国
一
之
時
歌
三
首
」

は
後
人
な
い
し
別
人
の
仮
托
の
疑
い
の
あ
る
歌
で
あ
る
。

背
奈
行
文
に
つ
い
て
は
用
語
に
疑
い
が
あ
る
。
行
文
に
は
「
住
人
を
訝
る
歌
」

が
一
首
あ
る
。

は
寄
り
に
L
を
（
十
四
聖
武
霊
国
の
堅

白
髪
生
ふ
る
事
は
思
は
ず
変
水
は
か
に
も
か
く
に
も

（
鹿
煮
藻
閑
二
毛
）

求
め
て
行
か
む
（
四
聖
佐
伯
宿
帽
赤
麿
）

こ
の
中
、
憶
良
や
池
主
の
用
語
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
訓
読
臭
を
感
じ
さ
せ
る
。

し
か
し
後
の
二
例
は
そ
の
積
極
的
証
と
な
し
難
い
。
又
「
左
右
」
「
此
彼
」
を

訓
ず
る
例
も
あ
る
が
訓
読
と
の
関
係
が
疑
わ
し
い
。

何
す
と
か
使
の
来
つ
る
君
を
こ
そ
か
に
も
か
く
に
も
　
（
左
右
裳
）
持
ち
が

て
に
す
れ
（
四
聖
大
伴
四
網
）

頂
に
き
す
め
る
玉
は
二
つ
無
し
か
に
も
か
く
に
も
　
（
此
方
彼
方
毛
）
君
が

ま
に
ま
に
（
三
4
1
2
、
市
原
王
）

梅
の
花
実
に
し
成
り
な
は
か
も
か
く
も
せ
ぬ

宿
頗
駿
河
麿
）

（
左
右
将
為
）
（
三
聖
大
伴

奈
良
山
の
児
手
相
の
両
面
に
か
に
も
か
く
に
．
も

（
十
六
…
）

（
左
毛
右
毛
）
倭
人
の
徒

か
も
か
く
も

（
彼
此
毛
）
命
受
け
む
と
（
十
六
聖
乞
食
老
歌
）

歌
全
体
の
趣
向
に
大
学
寮
の
教
官
の
作
ら
し
さ
を
感
ず
る
が
、
こ
の
中
の
「
か

に
も
か
く
に
も
」
が
授
せ
ら
れ
る
。
「
か
」
と
「
か
く
」
と
．
を
重
ね
て
用
い
る

語
は
万
葉
集
に
は
「
カ
ニ
カ
タ
ニ
」
「
カ
モ
カ
ク
モ
」
「
カ
ニ
モ
．
カ
タ
こ
そ
」
が

あ
り
、
そ
の
仮
名
書
例
も
あ
る
。

か
に
か
く
に

債
艮
）

（
可
蘭
可
久
蘭
）
思
ひ
わ
づ
ら
ひ
芙
の
み
し
泣
か
ゆ
（
五
聖

か
に
か
く
に
（
可
蘭
迦
久
蘭
）
欲
し
き
ま
艦
ま
に
し
か
に
は
あ
ら
じ
か

（
五
聖
憶
艮
）

花
の
盛
り
に
か
も
か
く
も
（
可
毛
加
久
母
）
君
が
ま
に
ま
と
（
十
七
3
9
9

大
伴
地
主
）

武
蔵
野
の
壬
は
諸
向
き
か
も
か
く
も
（
可
毛
可
久
母
）
君
が
ま
に
ま
に
吾

4
1
2
は
法
華
経
安
楽
行
品
の
影
響
、
大
伴
駿
河
麿
は
家
持
の
又
い
と
こ
、
四
綱

に
は
「
何
す
と
か
」
の
語
が
あ
り
、
乞
食
者
の
歌
に
も
訓
読
語
の
存
す
る
こ
と

既
述
の
如
く
で
あ
る
か
ら
或
い
は
関
係
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
更
に
外
に

カ
ニ
カ
グ
一
一

「
云
々
」
が
あ
る
が
、
「
坂
上
大
嬢
」
か
ら
家
持
宛
（
四
6
1
9
7
3
7
）
の
歌
中
の
語
で
あ

っ
て
不
確
か
で
あ
る
。
但
し
、
後
述
の
如
き
特
定
女
性
で
も
家
持
等
特
定
人
宛

の
歌
に
訓
読
語
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
訓
読
語
と

コ
モ
ゴ
モ

考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
一
方
、
漢
文
訓
読
特
有
語
と
さ
れ
る
「
交
」
の

カ
モ
カ
ク
モ

古
い
訓
尤
「
交
」
が
用
い
ら
れ
た
事
実
が
あ
る
。

カ

モ

カ

ク

モ

　

ヨ

　

セ

　

レ

　

を

　

こ

と

．

蘭
交
　
修
レ
予
。
岡
こ
予
弄
一
（
岩
崎
本
古
文
尚
書
、
延
喜
頃
点
）

こ
れ
は
後
世
の
訓
法
で
は
「
コ
モ
ゴ
モ
」
の
訓
に
読
変
え
ら
れ
て
い
る
。

カ

ハ

ル

／

l

　

　

め

て

　

と

　

れ

　

を

　

こ

と

蘭
　
交
　
　
修
レ
予
国
予
真
一
（
神
宮
文
岸
本
古
文
尚
書
正
和
点
）

コ
モ
1
．
1
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甲
堅
く
俊
つ
め
デ
を
臥
㌢
牢
嘉
嘉
瞥
文
庫
本
古
文
尚
書
古
点
）
・

、
．
コ
モ
′
・
、

学
令
に
よ
れ
ば
、
孔
安
国
・
鄭
玄
注
の
尚
書
が
大
学
寮
の
正
課
と
し
て
「
読
胡
」

も
さ
れ
た
か
ら
」
「
明
経
第
二
博
士
」
と
記
録
さ
れ
る
行
文
の
用
語
中
正
、
．
古

文
尚
書
の
古
訓
と
語
形
∴
意
味
・
用
法
の
一
致
す
る
語
の
存
す
る
の
は
、
偶
然

と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
．

「
カ
ニ
（
モ
）
カ
、
ク
ニ
（
モ
）
」
と
同
義
を
表
わ
す
文
字
達
に
「
東
西
」
が
あ

．
っ
て
、
．
万
葉
集
中
憶
良
の
漢
文
の
序
や
記
紀
、
正
倉
院
文
書
、
宣
命
（
弘
仁
元

年
九
月
十
日
）
に
見
ら
れ
、
こ
れ
が
漢
籍
の
「
東
西
」
に
基
く
用
語
で
あ
る
こ

㍉
こ
は
小
島
貫
之
博
士
の
説
か
れ
た
所
で
あ
る
（
「
注
1
」
要
一
二
〇
ペ
）
。
l
「
東

西
」
を
「
カ
ニ
カ
ク
土
」
と
訓
じ
た
証
の
得
ら
れ
な
い
点
を
憾
と
す
る
が
、
こ
息

味
・
用
法
は
相
通
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
両
者
の
関
連
は
考
え
得
る
。
従
っ
て
天

平
肪
宝
二
年
太
政
官
符
の
宣
命
書
（
寧
楽
遺
文
下
）
　
に
見
え
る
、

凡
寺
軍
人
詑
奴
弾
着
以
指
毛
指
犯
豊
毛
云
、
矧
此
奴
婦
等
依
盛
固
可
還
賜
波

∴
将
還
賜
牟
矧
囲
奇
利
慰
矧
租
将
用
賜
牟
不
在
障
事
止
宣

の
「
何
に
も
加
久
に
を
も
亦
、
訓
読
語
の
影
響
に
よ
る
用
語
の
現
わ
れ
か
も

知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
．

三
∵
橋
本
博
士
指
摘
の
用
語
に
つ
い
て

橋
本
博
士
が
T
万
葉
集
の
語
釈
と
漢
文
の
古
訓
点
」
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
た

「
オ
∠
「
ス
ガ
ナ
ク
」
「
ホ
ピ
コ
リ
」
「
ノ
げ
っ
フ
」
「
ト
リ
ミ
ル
」
を
集
中
の

例
数
上
作
者
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、

○
オ
ノ
∴
於
鯨
）
「
二
例
（
四
二
元
・
四
二
元
）
」
大
伴
地
主

○
ス
ガ
ナ
久
．
（
好
可
奈
久
）
－
一
例
（
四
〇
一
五
）
－
　
″
　
家
持

○
ホ
ピ
コ
リ
　
（
俣
批
許
旦
）
－
一
例
（
四
一
二
三
）
－
　
〝
　
家
持

0
ノ
ド
ヨ
フ
（
瀧
抒
与
比
）
「
一
例
∴
八
九
二
丁
　
山
上
億
艮

○
ト
リ
、
、
ヘ
ル
　
（
刀
利
美
）
－
二
例
（
注
竺
（
八
八
六
・
八
八
九
）
－
〝
　
憶
良

″
　
　
（
等
里
見
）
！
一
．
例
（
三
四
八
五
）
－
相
聞
、
一
不
明

ど
な
っ
て
、
を
の
例
数
が
限
ら
れ
て
い
る
点
、
及
び
平
安
時
代
の
和
文
に
見
ら

れ
ず
、
平
安
時
代
の
訓
読
語
と
し
で
用
例
が
存
す
る
三
点
を
併
せ
て
、
前
項
の

三
条
件
を
充
し
て
い
る
、
更
に
作
者
が
い
ず
れ
も
「
池
主
」
「
家
持
」
「
憶
良
」

で
あ
っ
て
訓
読
語
と
．
の
関
係
を
考
え
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
唯
、
こ
れ
ら
の
詩
語

が
、
・
漢
文
の
訓
読
に
よ
っ
て
生
じ
た
か
と
い
う
点
に
な
る
と
未
勘
で
あ
る
し
、

又
平
安
時
代
の
訓
点
資
料
一
般
に
見
ら
れ
る
も
の
で
な
い
と
い
う
点
で
、
前
項

の
大
多
数
の
語
と
昇
な
る
。
．
し
か
し
前
項
で
も
、
因
平
安
初
期
に
偏
っ
て
見
ら

れ
る
「
豊
－
子
ヤ
」
「
イ
ヨ
ヨ
」
「
ハ
…
モ
ノ
ゾ
」
「
日
ク
…
ト
イ
フ
」
、
㈲
古
辞

書
や
遊
仙
窟
等
か
特
定
（
古
訓
を
伝
受
と
考
え
ら
れ
る
）
資
料
に
見
え
る
「
ウ

タ
が
タ
」
、
「
カ
モ
カ
ク
モ
」
　
（
？
）
　
（
古
文
尚
書
等
の
訓
）
　
が
含
ま
れ
る
か
ら
」

本
項
の
諸
語
を
右
と
本
質
的
に
通
ず
る
の
で
あ
．
ろ
う
。
例
え
ば
「
オ
ノ
」
は
、

橋
本
博
士
の
示
さ
れ
た
古
辞
書
（
新
撰
字
鏡
、
字
顛
抄
）
　
の
外
は
、
管
見
で
は

専
ら
古
文
尚
書
と
そ
の
関
係
書
の
古
訓
に
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

’

ノ

　

　

　

　

　

　

ナ

カ

キ

○
帝
日
（
く
）
呼
臣
ナ
臣
〔
哉
〕
隣
は
〔
哉
〕
　
（
群
書
治
要
二
、
害
文
尚
書
）

’
ノ
イ
（
了
シ
）
メ
　
　
　
　
　
　
　
’
ノ
ミ
ナ
カ
タ
　
　
コ
ト
キ
　
　
　
　
　
　
　
’
ノ

（
他
に
　
「
呼
戒
　
　
〔
哉
〕
」
「
呼
成
時
の
若
は
」
「
王
日
呼
東
レ
」
が
あ

l
る
が
皆
巻
二
の
古
文
尚
書
の
例
で
あ
る
）

オ

ノ

ミ

ナ

　

カ

グ

の

○
謁
日
時
成
若
レ
時
（
神
官
文
庫
本
古
文
尚
害
巻
四
正
和
点
）

オ

ミ

ナ

キ

　

カ

ク

○
南
口
呼
成
若
レ
時
（
静
嘉
堂
文
庫
本
古
文
尚
喜
盲
点
）

○
観
智
院
本
名
義
抄
の
「
呼
オ
フ
」
は
「
オ
ノ
」
の
誤
字
か
も
知
れ
な
い
。

’

ノ

　

ナ

コ

ト

キ

は

ガ

ク

′

○
謁
の
日
・
叶
・
皆
若
レ
是
（
東
洋
文
庫
蔵
夏
本
紀
謙
倉
初
期
点
。
「
ヲ
（
平
）

．
ノ
（
去
）
」
　
の
芦
点
あ
h
ソ
）

さ
す
れ
ば
、
古
文
尚
書
の
音
訓
が
既
に
奈
良
時
代
に
芦
ま
っ
て
い
て
、
そ
れ
が

後
世
に
伝
え
ら
れ
た
可
能
世
淋
考
え
ら
れ
・
吾
賃
の
池
主
の
戯
歌
哀
番
空
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響影の語読訓文藻るけおに集葉万

の
「
オ
ノ
」
は
こ
の
訓
読
語
を
事
更
に
用
い
て
戯
れ
の
感
を
出
し
た
こ
．
と
も
考

え
う
る
の
で
あ
る
。

別
に
橋
本
博
士
の
説
か
れ
．
た
「
ト
ホ
シ
ロ
シ
」
も
集
中
二
例
で
1
作
者
は
一

例
家
持
（
四
〇
二
）
で
他
は
赤
人
（
三
二
四
）
で
あ
る
。
赤
大
に
は
外
に
訓
読

語
使
用
が
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
上
代
語
で
訓
読
に
も
用
い
ら
れ
た
可
能
性
は

あ
っ
て
も
、
訓
読
特
有
語
と
は
考
え
得
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
橋
本
博
士
は
放
れ
て
い
ら
れ
な
い
が
、
「
オ
ギ
ロ
ナ
シ
」
（
集

中
一
例
〔
四
三
六
〇
）
　
で
家
持
の
用
語
）
は
、
平
安
初
期
点
本
に
、

苧
隼
；
三
。
項
っ
昌
し
て
（
知
恩
院
蔵
玄
莫
法
師
麦
啓
平
安
初
期
点
）

が
あ
り
、
小
島
宏
之
博
士
は
日
記
語
（
注
空
か
と
さ
れ
て
い
る
。

又
「
イ
ヰ
ド
ホ
ル
」
は
、
平
安
時
代
の
和
文
に
一
般
に
な
く
訓
読
に
用
い
ら

れ
る
（
語
研
五
九
一
ペ
）
が
、
こ
の
語
も
万
葉
集
中
、
家
持
に
一
例
の
み
存
す
る
。

い
き
ど
は
る
（
伊
伎
騰
保
流
）
心
の
中
富
心
ひ
伸
べ
（
十
九
刷
）

訓
読
語
と
関
係
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

四
、
訓
読
語
使
用
の
人
物
の
再
考

漢
詩
文
の
作
品
が
現
存
す
る
人
物
の
歌
の
用
語
に
つ
い
て
、
五
条
件
を
設
け

て
検
討
し
た
結
果
、
五
条
件
を
充
す
語
が
、
特
定
文
人
、
又
は
そ
の
特
定
人
の

間
に
通
じ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
即
ち
、

A
　
そ
の
文
人
は
、
、
旅
人
・
憶
良
・
池
主
・
家
持
、
（
存
疑
者
）
乙
麿
・
行
文
、

で
あ
る
。

B
　
右
以
外
に
、
漢
詩
文
は
残
ら
な
い
が
、
「
訓
読
語
」
使
用
者
に
、
久
米
′

広
穐
（
ム
ガ
為
ニ
・
イ
サ
サ
カ
：
）
・
大
伴
四
網
（
何
ス
ト
カ
）
・
坂
本
人

上
（
何
ス
レ
ゾ
）
が
あ
る
（
存
疑
の
「
カ
ニ
モ
カ
ク
ニ
モ
」
を
入
れ
る
と
、

大
伴
四
網
・
佐
伯
宿
称
赤
麿
・
大
伴
宿
称
駿
河
麿
・
市
原
王
、
坂
上
大
建

（
1
家
持
宛
）
　
が
加
わ
る
）
。

C
　
作
者
不
明
歌
、
乞
食
者
の
用
語
に
あ
る
。

脚
の
中
、
久
米
広
縄
は
池
主
と
共
に
家
持
を
廻
る
文
人
的
宮
人
の
一
人
で
あ

る
。
存
姪
の
大
伴
駿
河
麿
（
趨
前
守
・
陸
奥
国
鎮
守
将
軍
）
は
家
持
の
従
兄
弟

で
あ
り
、
坂
上
大
嬢
は
女
性
で
は
あ
る
が
家
持
の
周
辺
に
い
る
。
因
の
個
人
だ

け
で
な
く
そ
の
周
辺
の
関
係
人
に
も
「
訓
読
語
」
の
使
用
が
あ
っ
た
こ
と
は
考

え
得
る
。
大
和
少
接
（
天
平
十
年
頃
）
大
伴
四
綱
、
佐
伯
赤
麿
は
伝
未
語
。
天

平
宝
字
七
年
（
七
六
三
）
造
東
大
寺
長
官
の
市
原
王
と
共
に
万
葉
第
四
期
の
人

と
考
え
ら
れ
る
バ
坂
本
人
上
は
天
平
勝
宝
七
年
に
防
人
訃
領
使
遠
江
国
史
生
と

し
て
防
人
の
歌
を
兵
部
少
輔
の
家
持
に
上
っ
て
い
る
。
l

漢
文
訓
読
語
の
中
に
は
五
条
件
の
う
ち
、
H
の
訓
読
の
た
め
に
生
じ
た
語
以

外
に
も
訓
読
語
は
存
し
、
又
0
同
義
語
が
万
葉
集
中
に
は
必
ず
し
も
用
い
ら
れ

な
い
語
も
あ
か
首
で
あ
る
。
従
っ
て
、
残
る
三
条
件
、
即
ち
平
安
博
代
の
和
文

に
一
般
に
一
用
い
ず
、
訓
点
資
料
に
例
が
あ
り
、
集
中
の
例
が
少
い
語
も
訓
読
語

の
可
能
性
が
あ
る
。
前
項
の
諸
語
は
之
に
当
る
が
、
そ
の
使
用
者
が
因
の
人
物

で
お
る
点
で
そ
の
感
を
強
う
す
る
。
し
か
し
三
条
件
に
絞
れ
ば
、
因
以
外
の
人

／

物
も
加
わ
っ
．
て
来
る
。

こ
の
三
条
件
の
語
は
、
築
島
博
士
の
所
謂
「
訓
読
語
の
古
語
的
性
格
」
に
当

る
（
語
研
五
五
ペ
）
。
・
こ
の
語
の
中
、
U
前
項
ま
で
に
触
れ
た
語
、
∽
集
中
仮
名

書
の
な
い
語
（
注
望
、
用
和
文
中
に
指
摘
さ
れ
る
、
そ
の
同
義
語
が
万
葉
集
に
は

シ

ム

　

　

　

ゴ

ト

シ

　

　

　

　

　

　

シ

カ

未
だ
発
生
し
な
い
か
未
発
達
の
も
の
（
例
、
伎
六
ス
）
・
如
・
（
ヤ
ウ
ナ
リ
）
・
然

（
サ
）
）
　
の
三
種
を
除
く
と
次
の
詩
語
が
挙
げ
ら
れ
る
。

〔
ア
タ
カ
モ
〕
　
（
一
例
）

わ
が
背
子
が
捧
げ
て
持
て
る
厚
朴
あ
た
か
も
（
安
多
可
毛
）
似
る
か
肯
き

蓋
（
十
九
4
2
0
4
・
講
師
僧
悪
行
）
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〔
オ
ナ
ジ
ヰ
）
　
（
一
例
）

あ
し
ひ
き
の
山
は
無
く
も
が
月
見
れ
ば
同
じ
き
（
於
奈
自
伎
）
里
を
心
隔

て
？
（
十
八
聖
家
持
。
池
主
へ
の
返
歌
）

〔
タ
ヤ
ス
ク
〕
　
（
一
例
）

言
に
言
へ
は
耳
に
た
や
す
し
（
田
八
酢
四
）
少
く
も
心
の
中
に
わ
が
恩
は

ふ
く
に
（
十
一
聖
作
者
不
明
）
－

〔
ア
ラ
タ
〕
　
（
仮
名
書
例
一
例
）

年
月
は
鳥
ら
た
あ
ら
た
に
（
安
艮
多
々
々
詔
）
相
見
れ
ど
あ
が
思
ふ
君
は

飽
き
足
ら
ぬ
か
も
（
元
暦
本
「
安
多
良
」
＝
二
十
聖
家
持
宅
で
氏
族
ら

の
宴
飲
の
際
、
民
部
少
丞
大
伴
村
上
）

此
等
は
作
者
の
判
明
し
て
い
る
の
は
家
持
と
そ
の
周
辺
の
宮
人
、
及
び
講
師
僧

I
で
あ
っ
て
訓
読
語
と
関
係
が
考
え
ら
れ
る
4

〔
ホ
ト
ホ
ト
〕
　
（
五
例
中
、
仮
名
書
二
例
）

的
l
作
者
判
明
　
l

這
と
は
と
に
・
（
殆
）
寧
楽
の
京
を
見
ず
か
な
り
な
む
（
三
3
3
1
、
大
伴
旅

人
）

・
思
ふ
児
に
見
せ
ず
ほ
と
ほ
と
（
殆
）
散
ら
し
つ
る
か
も
（
八
聖
　
大
伴

家
持
）

伺
　
作
者
不
明

ほ
と
ほ
と
（
保
等
穂
跡
）
妹
に
逢
は
ず
兼
に
け
り
（
三
聖
寄
レ
烏
相
関
）

ホ
し
r
ホ
ト
シ
タ
．
1

殆
之
国
手
斧
取
ら
え
ぬ
（
七
4
。
。
、
旋
頭
歌
）
・

H
　
特
定
女
子

∵
ほ
と
ほ
と
（
保
等
保
登
）
l
死
に
き
君
か
と
思
ひ
て
（
十
五
聖
狭
野
茅

上
I
や
中
臣
宅
守
）

〔
ケ
ダ
シ
〕
（
三
例
中
（
注
聖
像
名
書
一
例
）

l
 
M
ノ
作
者
判
明

山
守
は
け
だ
し
あ
り
と
も
（
孟
社
有
）
五
菜
子
が
鈷
び
け
む
標
を
人
解

か
め
や
も
（
三
聖
大
伴
駿
河
麿
（
前
出
）
）

伺
　
作
者
不
明

け
だ
し
く
も
（
若
雲
）
君
来
増
さ
ず
は
苦
し
か
る
べ
し
（
十
二
聖
正
述
二

心
桂
一
）

的
　
特
定
女
子

わ
が
背
子
し
け
だ
し
罷
ら
ば
（
気
太
之
麻
可
良
婆
）
日
柄
の
袖
を
摂
さ

ね
（
十
五
㌻
狭
野
受
1
中
臣
宅
守
）

〔
ス
ム
ヤ
ケ
ク
）
．
（
二
例
中
、
仮
名
書
一
例
）
．

又
ム
ヤ
ケ
グ

川
急
　
帰
し
た
ま
は
ね
本
国
べ
に
（
六
聖
乙
麿
か
。
前
述
）

H
　
特
定
女
子

す
む
や
け
く
（
須
牟
也
気
久
）
早
帰
り
ま
せ
恋
死
な
ぬ
と
に
（
十
五
m
、

狭
野
茅
上
1
中
臣
宅
守
）

〔
サ
ヅ
ク
〕
（
二
例
中
、
仮
名
書
一
例
）
．

の
　
仕
へ
来
る
祖
の
職
と
言
立
て
て
さ
．
つ
け
（
佐
豆
気
）
給
へ
る
子
孫
の

（
二
十
聖
家
持
）

H
　
特
定
女
子

玉
主
に
珠
は
さ
づ
け
て
（
授
而
）
か
つ
が
つ
も
枕
と
わ
れ
は
い
ざ
二
人

寝
む
（
四
6
5
2
、
大
伴
坂
上
郎
女
。
「
玉
主
」
は
家
持
と
も
、
又
次
者
の
作

者
大
伴
駿
河
麿
と
．
も
い
う
）

の
は
訓
読
語
使
用
に
関
係
あ
る
人
で
、
．
故
人
・
家
持
と
そ
の
関
係
者
又
は
乙

麿
に
掟
せ
ら
れ
る
者
で
あ
る
が
、
H
は
女
子
で
あ
る
。
し
か
し
茅
上
と
坂
上
で

共
に
、
そ
の
贈
歌
の
相
手
が
、
訓
読
語
使
用
に
侯
せ
ら
れ
る
特
定
男
子
（
宅
守

は
後
述
）
で
あ
る
。
先
の
「
カ
ニ
モ
カ
ク
こ
モ
」
の
中
坂
上
大
建
の
家
持
宛
の

∩
）
4
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例
と
併
せ
て
、
特
定
男
子
の
周
辺
に
は
右
の
よ
う
な
そ
の
男
子
宛
の
用
語
に
女

子
で
も
訓
読
語
を
使
う
こ
と
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
・

仮
名
書
の
な
い
「
曽
」
は
「
サ
ネ
」
の
説
も
あ
っ
て
問
題
で
あ
か
が
、
六
例

中
、
音
数
、
掛
詞
で
「
カ
ツ
テ
」
と
詠
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

カ
プ
テ
モ

花
肪
見
都
毛
知
ら
ぬ
恋
も
す
る
か
も
（
四
6
7
5
）

が
、
中
臣
女
郎
の
家
持
宛
の
歌
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
も
、
同
じ
場
合
と
考

え
ら
れ
る
。

次
に
、
「
ヰ
タ
ル
」
に
つ
い
て
見
る
4
　
集
中
、
同
義
語
「
ク
」
の
仮
名
書
例

は
一
九
三
例
（
注
輿
「
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
ヰ
タ
ル
」
の
仮
名
書
例
は
九
例

で
あ
な
そ
の
中
、
「
わ
が
伎
多
流
麻
互
（
二
十
聖
防
人
－
部
領
使
遠
江
国
史

ぎ

生
坂
本
人
上
進
上
）
」
は
「
来
＋
助
動
詞
た
る
」
と
も
考
え
ら
れ
る
。
残
る
八

倒
を
作
者
か
ら
見
る
と
、

〔
旅
人
〕
　
春
は
書
多
孔
ど
（
十
七
m
）

．
〔
憶
良
〕
　
何
処
ゆ
か
敏
か
伎
多
科
し
（
五
聖

（

　

〃

・

〕

【

▼

〃

　

〕

〔
家
持
〕

何
処
よ
り
択
多
科
し
も
の
ぞ
（
五
禦

育
種
に
攻
め
寄
り
伎
多
流
〔
終
止
形
〕
　
（
五
豊

語
り
触
ぎ
長
ら
へ
伎
多
礼
（
十
九
4
1
6
0
）

〔
中
臣
宅
守
宛
の
狭
野
茅
上
歌
〕

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

帰
り
け
る
人
伎
多
礼
里
と
言
ひ
し
か
ば
ほ
と
ほ
と
死
に
き
（
十
五

3772）

〔
旅
人
周
辺
の
太
宰
府
の
宮
人
。
漢
文
序
を
持
つ
梅
花
歌
三
十
二
首
の
中
。

帥
旅
人
の
宅
の
宴
の
折
の
作
〕

春
の
吉
多
良
は
（
玉
野
（
大
弐
紀
卿
）

春
の
伎
多
良
は
（
五
禦
　
（
大
令
史
野
氏
宿
奈
暦
）

春
岐
多
流
ら
し
（
五
聖
　
（
小
令
史
田
氏
肥
人
）

き
た

と
な
る
。
こ
の
中
に
も
「
キ
＋
ク
リ
」
と
も
解
し
う
る
何
も
あ
る
が
、
「
来
る
」

の
荏
例
も
あ
ウ
、
い
ず
れ
も
旅
人
・
鯖
良
・
家
持
・
宅
守
宛
狭
野
茅
上
等
既
述

の
特
定
人
か
、
一
旅
人
の
周
辺
の
官
人
で
あ
る
点
で
、
訓
読
語
の
使
用
の
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
注
望
。

漢
詩
文
の
素
養
深
い
歌
人
に
訓
読
語
が
使
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
語
群
が

そ
の
周
辺
、
関
係
の
人
々
に
も
使
わ
れ
る
可
能
性
は
存
す
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
が

殆
ど
万
葉
第
四
期
の
人
々
で
あ
る
。
旅
人
周
辺
の
官
人
の
梅
花
歌
は
天
平
二
年

（
旅
人
没
年
の
前
年
）
で
、
旅
人
晩
年
の
役
で
あ
っ
た
太
宰
府
に
お
け
る
も
の
で

あ
り
、
筑
前
守
と
し
て
太
宰
的
旅
人
と
接
触
し
交
渉
の
あ
っ
た
憶
良
も
晩
年
の

歌
に
訓
読
語
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
右
の
旅
人
・
憶
良
ら
．
を
除
く
万
葉
三
期
以
前

の
歌
人
に
訓
読
語
の
見
ら
れ
な
い
こ
と
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
す
れ
ば
脇
の
作
者
不
明
の
歌
が
、
訓
読
語
の
存
す
る
故
に
、
そ
の
作
者
の

推
測
範
匠
が
狭
め
ら
れ
て
来
る
こ
と
に
な
る
。

五
、
用
語
か
ら
の
補
考

右
の
歌
人
の
用
語
に
は
、
更
に
漢
文
訓
読
と
関
係
す
る
も
の
が
考
え
ら
れ
・

る
。H
．
字
音
語

一
字
三
日
の
仮
名
書
の
中
に
各
々
表
記
上
異
要
素
の
混
在
す
る
歌
が
あ
る
。

観
劇
乃
伎
芙
我
須
我
多
乎
美
受
比
左
爾
比
奈
蘭
之
須
米
婆
安
礼
故
非
画
家

．
里
、
監
批
話
詣
（
十
八
聖
家
持
）
　
ノ

矧
酎
奈
之
蘭
世
伎
等
辞
書
由
流
保
等
萱
芸
須
多
我
子
蘭
毛
夜
麻
受
可
欲
波

牟
（
十
五
聖
中
臣
朝
臣
宅
守
）

後
例
の
「
退
所
」
は
「
ク
ワ
ソ
」
と
拗
音
に
訓
ま
れ
る
。
「
朝
参
」
は
「
マ
ヰ

リ
ノ
」
「
ミ
カ
ド
マ
ヰ
リ
ノ
」
「
ミ
ヤ
デ
ノ
」
等
和
語
の
訓
が
あ
る
が
、
音
数
・

14



表
記
か
ら
「
テ
ウ
サ
ム
」
の
字
音
で
あ
ろ
う
。
l
さ
す
れ
ば
こ
の
二
首
は
、
鼻
音

韻
尾
・
拗
音
を
含
む
字
音
語
の
漢
字
表
記
例
と
な
る
が
、
和
歌
に
こ
の
よ
う
な

字
音
語
を
用
い
る
の
は
や
は
り
そ
の
背
景
に
訓
読
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

「
退
所
」
の
語
は
関
市
令
・
公
式
令
に
存
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
中

臣
宅
守
は
天
平
宝
字
七
年
従
五
位
下
、
神
祇
大
副
で
あ
．
っ
た
。

0
　
副
詞
の
呼
応
語

モ
ノ
ミ
ナ
ハ
　
7
タ
ラ
シ
キ
ヨ
シ
外
り
ヒ
ト
ハ
　
7
リ
ヌ
ル
ノ
ミ
シ
　
ヨ
ロ
シ
カ
ル
ペ
シ

物
皆
者
新
　
吉
唯
人
者
旧
　
之
応
．
宜
（
一
〇
聖
作
者
不
明
）
．

こ
の
訓
み
は
音
義
に
よ
っ
た
が
、
．
同
書
が
尚
書
盤
庚
上
の
一
句
に
拠
る
と
い
う

如
く
二
者
全
体
が
漢
籍
の
趣
向
に
影
響
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
「
ノ
ミ
」
・

タ
ヽ

は
副
詞
「
唯
」
の
呼
応
語
と
し
て
読
添
え
ら
れ
た
語
で
「
「
ノ
ミ
」
に
相
応
ず

る
文
字
は
な
い
。
集
中
「
た
だ
（
唯
・
但
・
直
）
」
は
「
ノ
ミ
」
と
呼
応
す
る
例
が

タ

タ

ヒ

ト

ヲ

ノ

ミ

　

　

　

　

　

　

タ

ー

　

ノ

ミ

　

　

　

　

　

　

タ

、

ヒ

ー

り

ノ

ミ

多
く
・
「
直
一
夜
耳
」
（
二
〇
七
八
）
、
．
「
直
一
l
日
耳
」
（
二
三
二
）
、
「
但
一
耳
」

タ

ヽ

　

　

　

ノ

ミ

（
二
七
五
〕
）
「
「
直
一
目
耳
」
（
三
〇
七
五
）
、
従
っ
て
、
「
耳
」
字
が
無
く
て
も

「
た
だ
」
の
呼
応
の
際
に
限
っ
七
、

タ

ヽ

ヒ

ー

リ

ノ

ミ

わ
が
思
ふ
君
は
正
一
人
（
十
一
響
作
者
不
明
）

と
「
ノ
ミ
」
は
読
添
え
ら
れ
る
。
「
唯
（
但
）
：
．
・
′
ミ
」
．
の
呼
応
が
平
安
初
期
訓

点
で
も
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
春
日
政
治
博
士
の
説
か
れ
た
如
く
で
あ

る
（
最
勝
王
踵
盲
点
の
研
究
二
八
〇
ペ
）
。
．
集
中
他
に
「
の
み
」
と
読
む
歌
は
そ

れ
に
対
す
る
「
耳
」
「
能
未
」
等
の
文
字
が
必
ず
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
単
に

「
唯
」
二
字
に
「
タ
ダ
…
ノ
ミ
」
と
訓
ま
せ
る
（
注
射
）
の
は
、
当
時
漢
文
訓
読
に

こ
の
よ
う
な
呼
応
関
係
の
訓
法
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
も
の
で

あ
る
。
一
八
八
五
番
が
漢
籍
に
典
拠
を
持
つ
こ
と
は
そ
の
念
を
一
層
強
め
る
も

め
で
あ
る
。
・

イ
†
タ

類
似
の
語
に
「
未
」
・
一
字
が
．
あ
る
。
こ
の
一
字
を
「
未
」
と
訓
み
下
に
否
定

辞
「
ズ
」
等
を
呼
応
さ
せ
読
添
え
る
。

¶
刊
列
フ
★
封
パ

・
わ
が
星
前
の
萩
の
下
葉
は
秋
風
も
未
吹
者
斯
く
ぞ
も
み
て
る
（
八
聖

家
持
）

「
い
ま
だ
」
の
語
叔
否
定
語
を
持
た
な
い
用
法
も
あ
り
、
む
し
ろ
こ
れ
が
国
語
の

本
来
の
用
法
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
否
定
語
を
伴
う
用
法
も
必
ず
し
も
訓
読
の
影

響
と
は
速
断
で
き
な
い
が
二
方
に
．
㍉
「
彗
話
酬
粁
（
三
三
六
）
」
な
ど
否
定

語
を
表
記
す
る
例
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
否
定
語
の
表
記
が
な
い
「
未
吹
著
」

で
「
ネ
」
を
読
添
え
る
訓
法
の
存
す
る
の
は
、
背
後
に
漢
文
訓
読
で
「
未
」
一

字
に
「
イ
マ
ダ
…
ズ
」
の
呼
応
関
係
が
当
時
成
立
し
て
い
た
為
で
あ
ろ
う
4
平

安
初
期
訓
点
に
、

環
超
粛
シ
訂
〕
琴
。
た
聖
7
（
ら
；
（
知
恩
院
蔵
玄
英
法
師
表
啓
盲
点
）

だ
7
ラ
す
　
　
　
　
す
る
こ
と

未
有
〓
詮
序
一
（
同
そ

の
訓
読
法
の
見
ら
れ
る
ー
㌻
が
参
考
と
な
る
。

⊥
ハ
、
結
　
　
語

以
上
、
万
葉
集
中
に
漢
文
訓
読
語
の
影
響
の
存
す
る
こ
と
を
、
作
者
の
素
養

に
重
点
を
お
い
て
、
表
現
素
材
を
も
考
慮
に
入
れ
つ
つ
説
い
て
来
た
。
こ
こ
で

も
う
一
度
「
訓
読
語
」
を
認
め
る
為
に
当
初
設
け
た
五
条
件
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
て
．
お
き
た
い
。
訓
点
資
料
の
現
存
す
る
平
安
時
代
の
語
に
お
い
て
五
条
件

を
元
す
も
の
は
「
訓
読
語
」
と
い
実
る
。
既
述
の
如
く
平
安
時
代
に
は
三
条
件

を
元
す
も
の
も
「
訓
読
特
有
語
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
上
代
の
万
葉
集
の

用
語
に
通
用
す
る
際
に
必
要
な
の
は
上
代
に
お
け
る
漢
文
訓
読
の
託
で
あ
る
。
．

上
代
漢
文
訓
読
の
証
は
、
訓
点
資
料
に
は
直
接
求
め
得
な
い
が
、
こ
れ
は
説
か

れ
る
如
く
加
点
方
法
の
未
成
立
と
関
係
す
る
問
題
で
あ
っ
て
、
上
代
の
訓
読
語

を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
学
令
等
の
記
録
や
、
宣
命
中
の
用
語
に
訓
読
語

の
証
を
指
摘
す
る
こ
と
は
先
学
の
さ
れ
た
所
で
、
本
稿
で
も
、
宣
命
・
寧
楽
の
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遺
文
・
仏
足
石
碑
弐
等
か
ら
傍
証
と
し
た
ヨ
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
が
平
安

時
代
l
　
の
訓
点
資
料
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
無
論
、
漢
文
訓
読
に
起
因
し
て
生
じ

た
語
で
◆
筈
占
だ
お
一
い
て
正
と
な
し
得
る
で
あ
ろ
ト
。
又
、
後
世
の
記
事
で

は
あ
る
が
、
会
沢
文
庫
本
春
秋
経
伝
集
解
巻
五
の
裏
書
に
「
輔
車
、
ツ
ラ
カ
マ

チ
、
ツ
ラ
キ
ホ
ネ
此
訓
吉
備
大
臣
説
云
々
」
と
あ
る
の
も
、
こ
の
点
本
が
、
、
平

安
初
期
天
長
九
年
（
八
三
二
）
　
の
訓
読
語
を
伝
存
す
る
（
注
望
点
に
お
い
て
一

正
た
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

万
葉
集
の
用
語
の
中
に
特
定
の
語
群
が
存
す
る
事
実
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
、
・

そ
の
作
歌
が
漢
詩
文
に
素
養
深
い
持
定
期
の
特
定
人
の
用
語
中
に
あ
る
こ
と
、

し
か
も
そ
れ
は
必
ず
平
安
時
代
の
訓
読
語
に
同
形
が
見
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く

漢
文
訓
読
に
よ
っ
て
生
じ
た
か
訓
読
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
上
代

漢
文
訓
読
の
傍
証
を
得
て
，
1
こ
の
事
実
は
、
万
葉
集
に
漢
文
訓
読
語
の
影
響
が

討
っ
た
ろ
う
と
考
え
る
ク
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
既
に
上
代
人
に
訓
読
語
と
い
う

一
つ
の
衰
斑
の
型
が
出
来
上
っ
て
い
た
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
同
時
に
そ
れ
が

認
め
ら
l
れ
右
た
め
に
は
、
・
そ
れ
と
区
別
さ
れ
る
筈
の
表
現
の
型
が
正
さ
れ
る
必

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

H

要
が
あ
る
や
少
く
と
も
和
歌
の
用
語
は
、
∴
当
時
一
般
に
は
、
右
の
よ
う
な
特
定

語
（
即
す
本
稿
の
「
訓
読
語
」
）
と
瞭
異
な
っ
た
も
恥
で
あ
ご
㌻
と
を
託
す
る

必
要
邪
あ
る
。
∴
何
故
な
ら
済
字
を
表
記
の
文
字
と
し
た
上
代
人
は
そ
の
こ
と
に

ょ
．
っ
1
．
．
㌣
表
記
言
語
の
ど
丸
に
む
文
字
以
上
に
用
語
に
五
で
早
．
く
か
ら
．
月
本
譜
叱

影
響
を
持
っ
た
か
．
と
疑
う
こ
と
も
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
∴
記
紀
歌
謡

訂
記
・
風
土
記
に
篭
る
上
代
歌
謡
の
用
語
を
掛
す
る
に
、
読
項
葦
に
取

上
げ
た
「
訓
読
語
」
は
全
く
認
炒
ら
れ
な
い
∵
」
の
事
昇
は
、
又
万
集
集
第
三

期
（
憶
長
な
ど
特
定
人
を
除
く
）
以
前
の
歌
人
の
用
語
に
、
歌
詩
文
の
作
品
を
残

す
歌
人
で
す
ら
も
、
「
訓
読
語
」
の
全
く
見
ら
れ
な
い
こ
と
と
関
係
が
あ
ろ
う
。

漢
詩
文
を
残
す
歌
人
の
用
語
に
も
認
め
ら
れ
な
い
の
は
、
或
い
は
枚
等
仇
作
歌

数
が
少
い
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
万
葉
四
期
の
「
訓
読
語
」
を
用
い
る
歌

人
の
中
に
は
た
だ
一
首
の
そ
の
中
に
訓
読
語
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

単
な
る
偶
然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
比
較
文
学
の
成
果
に
よ
る
と
、
記
紀
歌
謡

に
も
中
国
文
学
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
と
説
く
。
聖
徳
太
子
の
遺
文
に
も
明
か

に
中
国
文
学
の
影
響
が
存
す
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
思
想
な
い
し

は
窮
案
上
の
影
響
と
、
漢
文
訓
読
語
と
い
う
表
現
の
型
が
成
立
し
て
、
そ
の
言
語

ま
で
の
影
響
を
得
る
こ
と
と
は
又
別
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
言
語
上
の
影
響
は
、

前
者
の
後
に
・
し
か
も
特
別
の
理
由
に
基
づ
い
て
生
ず
る
実
の
で
あ
ろ
う
も

和
歌
で
あ
る
万
葉
集
．
の
用
語
に
、
漢
文
訓
読
語
を
用
い
た
と
す
る
と
、
そ
れ

は
平
安
時
代
の
和
歌
一
痕
と
は
非
常
な
相
違
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
相

違
は
事
実
、
家
持
・
．
宅
守
が
字
音
語
を
歌
に
詠
込
ん
で
い
る
事
に
も
明
か
に
認

め
ら
れ
る
。
し
か
も
そ
の
作
者
が
旅
人
・
憶
艮
・
家
持
・
池
主
と
い
っ
た
、
万

葉
後
期
の
特
定
知
識
人
守
で
の
周
辺
人
で
あ
る
点
に
お
い
て
相
違
の
可
能
性
は

認
め
ら
れ
る
。
或
い
は
彼
等
が
用
語
の
面
か
ら
新
境
地
の
開
拓
を
狙
っ
た
所
為

か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ノ

以
上
の
万
葉
集
に
投
影
さ
れ
た
「
訓
読
語
」
と
和
歌
の
用
語
と
の
関
係
を
仮

に
図
示
す
る
と
次
ペ
ー
ジ
の
如
く
な
る
。

・
最
後
に
、
従
来
、
漢
文
訓
読
語
・
語
法
が
万
葉
集
に
存
す
る
故
を
以
て
、
直

ち
に
「
古
語
」
（
奈
良
隠
代
語
を
漠
然
と
さ
す
ら
し
い
）
の
残
存
と
す
る
考
え
方
、

が
あ
っ
た
。
．
し
か
し
、
方
菓
集
に
お
け
る
そ
l
の
語
形
が
既
に
漢
文
訓
読
語
の
影

響
に
よ
る
と
す
れ
ば
、
「
古
語
」
の
概
念
に
再
考
の
要
が
あ
る
。
そ
し
て
訓
読

語
の
成
立
か
ら
見
た
、
重
安
初
期
と
そ
れ
以
前
と
い
う
時
期
区
画
を
も
う
一
．
時

代
潮
ら
せ
て
、
奈
良
時
代
（
或
い
は
天
卑
時
代
）
、
と
そ
れ
以
前
と
す
る
必
要
が

シ

ム

　

シ

カ

あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
↓
便
」
「
然
」
の
専
用
や
、
読
添
語
「
へ
」
を
訓
読

で
用
い
な
い
理
由
等
が
、
当
代
の
訓
読
の
因
襲
億
の
究
明
に
俣
っ
て
解
け
て
く
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る
と
思
う
し
、
万
葉
集
の
助
字
を
主
と
す
る
訓
法
が
平
安
初
斯
点
本
と
結
び
つ

く
基
盤
が
生
れ
る
こ
と
に
な
り
、
更
に
古
事
記
の
訓
読
解
明
へ
の
道
が
開
け
る

と
考
え
る
の
で
あ
る
。

奈
良
時
代

（
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
八
日
）

平
安
時
化

（
特
定
点
本
に
残
っ
た
語
）

封
狛
訂
つ
っ

」訓
読
特
有
語

（
注
1
）
　
小
島
意
之
博
士
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
（
上
）
』
昭
和
三
十

七
年
九
月
　
（
塙
書
房
）

お
よ
び
万
葉
集
関
係
語
論
文

中
西
進
氏
『
万
葉
集
の
比
較
史
学
的
研
究
』
昭
和
三
十
八
年
一
月

（
桜
楓
社
）

（
注
2
）
　
「
注
1
」
の
諸
処
お
よ
び
、
諸
氏
の
論
考
に
見
ら
れ
も
。
「
出
典
語
」

の
名
称
は
小
島
憲
之
博
士
の
用
い
ら
れ
た
語
で
あ
る
。

（
注
3
）
　
「
万
葉
集
の
語
釈
と
漢
文
の
古
訓
点
」
　
（
上
代
語
の
研
究
）

（
注
4
）
　
「
万
葉
集
の
訓
義
と
音
経
巻
の
施
点
」
　
（
万
葉
片
々
）

（
注
5
）
　
「
訓
点
語
の
研
究
」

（
注
6
）
　
「
漢
文
の
訓
読
に
よ
り
て
伝
へ
ら
れ
た
る
語
法
」

（
注
7
）
　
「
訓
点
語
の
研
究
」
（
二
三
八
ペ
）
一

（
注
8
）
　
「
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
・
総
論
篇
」
（
六
二
ペ
以
下
）

（
注
9
）
　
「
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
し
（
六
一
ペ
）

（
注
1
0
）
　
岡
田
正
之
博
士
「
近
江
奈
良
朝
の
漢
文
学
」
二
八
六
ペ
ー
一
九
二

ペ
）
柿
村
重
松
氏
「
上
代
日
本
漠
文
学
史
」
（
二
四
七
ペ
）
を
は
じ
め

久
松
潜
一
博
士
「
万
葉
集
の
新
研
究
」
、
次
田
潤
氏
「
抒
情
詩
と
し

て
の
万
葉
集
－
抒
情
詩
人
の
系
譜
－
」
（
大
成
七
巻
一
五
ペ
以
下
）
や

懐
風
藻
の
註
釈
家
、
最
近
で
は
中
西
進
氏
「
万
葉
集
の
比
較
文
学
的

研
究
」
（
二
六
四
ペ
）
　
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
人
数
に
は

諸
氏
に
出
入
が
あ
る
が
、
筆
者
の
人
数
は
次
の
考
慮
に
基
く
。
怯
風

藻
に
詩
を
収
め
な
い
が
万
葉
集
の
詞
書
に
詩
や
序
・
書
簡
を
持
つ
、

櫨
艮
・
家
持
・
大
伴
地
主
、
又
経
国
集
に
対
策
文
を
持
つ
葛
井
詰
会

を
含
め
た
。
又
「
石
川
年
足
朝
臣
弥
勒
上
生
経
朕
書
」
（
古
京
遺
文
）

の
原
文
を
持
つ
石
川
年
足
を
も
加
え
た
。
．
一
方
、
儲
凪
環
に
詩
を

収
め
る
大
神
高
市
麻
呂
（
中
納
言
、
万
葉
集
4
4
左
註
）
・
秦
忌
寸
朝
臣

（
皇
太
子
学
士
、
万
晋
註
）
、
及
び
経
国
集
と
東
征
伝
・
徴
古
珪
砂

に
作
を
収
め
る
技
海
三
一
船
（
文
章
博
士
、
万
晋
注
）
は
、
万
葉
集

中
に
名
を
留
め
る
の
み
で
作
歌
が
な
い
の
で
除
い
た
。
又
、
聖
徳
太

子
作
と
伝
え
る
万
葉
集
4
1
5
の
一
首
は
、
果
し
て
太
子
の
作
か
否
か
問

題
が
あ
を
（
中
西
氏
「
万
葉
集
の
比
較
文
学
的
研
究
」
六
四
ペ
）
　
の

で
除
外
し
た
。

（
注
1
1
）
　
こ
の
日
の
粂
骨
は
、
次
の
印
の
和
文
に
は
一
般
に
用
い
ら
れ
な
い

と
．
い
う
条
件
と
併
せ
る
と
、
篭
島
裕
博
士
の
所
謂
「
訓
読
特
有
語
」

に
類
似
す
る
よ
う
で
あ
る
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
「
訓
読
特
有

語
」
は
平
安
中
期
以
後
に
な
っ
て
そ
の
特
性
を
整
え
又
は
持
つ
に
至

4
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っ
た
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
万
葉
集
に
つ
い
て
考
え
る
時
は
む

し
ろ
平
安
初
期
の
訓
読
語
が
直
接
の
比
較
l
資
料
と
さ
れ
な
け
れ
ば

一

な
ら
な
い
．
（
訓
読
史
上
、
平
安
初
期
と
中
期
以
降
と
で
は
変
遷
が
認

め
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
漢
文
訓
読
史
研
究
の
一
試
論
」
（
国

語
学
5
5
参
照
）
又
、
漢
籍
な
ど
の
訓
点
資
料
に
．
は
紆
定
訓
（
例
え
ば

「
オ
ノ
」
等
）
　
が
後
世
ま
で
引
続
い
て
使
用
さ
れ
て
い
．
る
こ
と
も
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
注
望
　
万
葉
集
上
い
う
歌
の
用
語
の
中
に
訓
読
関
係
の
語
で
も
し
存
す
る

と
し
た
ら
、
そ
れ
は
や
は
り
特
殊
な
条
件
と
な
る
筈
で
、
使
用
例
も

必
ず
し
も
多
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
か
ら
一
条
件
と
す
る

こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

）

以
下
工
「
訓
読
語
」
の
見
ら
れ
な
い
歌
人
の
敦
に
つ
い
て
は
下
述

（

）

の
如
く
存
疑
の
も
の
も
含
め
て
検
討
し
た
。
又
Ⅱ
に
つ
い
て
．
は
存
疑

（

の
も
の
蘭
除
く
立
場
を
取
り
、
そ
の
旨
明
示
す
る
。

（
注
埠
．
左
注
「
或
云
天
皇
御
製
の
歌
」
に
よ
る
が
、
諷
し
て
文
武
天
皇
御

製
か
否
か
疑
問
が
あ
る
。

（
注
1
4
）
　
左
往
に
は
「
但
、
或
云
怯
艮
」
と
あ
る
。
九
7
1
6
に
重
出
。

（
注
誓
　
左
往
に
よ
る
と
4
2
3
は
柿
本
人
麿
の
作
と
あ
り
、
又
霊
は
代
作
と
あ

る
。

（
注
1
6
）
　
続
日
本
紀
に
養
老
元
年
正
月
無
位
坂
合
部
王
に
従
四
位
下
を
授
く

と
あ
る
人
と
同
人
と
見
た
。
懐
風
藻
に
瀾
「
従
四
位
上
冶
部
卿
墳
部

．
一
王
二
首
年
二
十
五
」
と
あ
る
。

（
注
1
7
）
　
こ
の
七
首
は
不
確
実
。
「
藤
原
脚
」
を
太
政
大
臣
不
比
等
と
考
え

た
際
の
も
の
で
あ
る
。

（
注
1
8
）
　
「
三
空
は
弁
基
の
歌
、
巷
九
の
二
首
は
「
春
日
歌
」
を
老
の
も
の

と
認
め
た
場
合
の
歌
で
あ
る
。

（
注
1
9
）
　
万
葉
集
に
出
る
「
三
方
沙
弥
」
と
同
人
と
考
え
た
場
合
の
扱
い
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

（
注
空
　
九
1
7
7
2
の
「
阿
部
大
夫
」
は
広
庭
説
・
又
そ
の
父
の
御
主
人
と
す
る

説
が
あ
る
が
〔
一
説
に
よ
り
「
名
」
を
万
葉
歌
人
し
こ
見
た
。

（
注
2
1
）
一
7
2
は
左
往
に
「
右
一
首
式
部
卿
藤
原
宇
合
」
と
あ
る
に
よ
る
。

（
注
2
2
）
　
巻
五
の
二
首
は
大
伴
君
熊
擬
の
代
作
。

（
注
空
　
晋
不
確
実
。
「
藤
井
達
」
k
大
成
に
も
同
人
に
擬
せ
ら
れ
る
。

（
注
望
　
巻
五
8
1
3
8
1
4
の
鎮
懐
石
の
歌
の
作
者
を
沢
潟
博
士
に
よ
り
旅
人
と
す

れ
ば
更
に
二
首
増
加
す
る
。
但
し
こ
の
二
首
に
は
　
「
訓
読
語
」
は
見

ら
れ
な
い
。

9

（
注
空
　
巻
五
の
銭
懐
石
の
二
首
お
よ
び
八
幻
を
除
く
。
因
み
に
晋
も
「
訓

読
語
」
　
は
見
ら
れ
な
い
。

（
注
讐
一
背
奈
行
文
の
用
語
中
「
カ
ニ
モ
カ
ク
ニ
モ
」
が
訓
読
語
か
否
か
に

つ
い
て
は
後
述
。
乙
麿
は
三
3
7
4
の
一
首
の
み
確
実
で
あ
る
が
（
こ
の

中
に
は
「
訓
読
語
」
は
見
ら
れ
な
い
。
他
の
長
歌
六
〇
1
9
～
0
2
2
の
三
首
と

3

長
歌
0
2
お
よ
び
三
3
6
8
（
石
上
大
夫
の
歌
）
、
三
2
8
7
は
乙
麿
の
作
か
否
か

明
か
で
は
な
い
。

（
注
2
7
）
　
こ
．
の
例
数
は
当
該
歌
人
の
用
語
中
に
お
け
る
使
用
例
数
で
あ
る
。

尚
、
以
下
先
学
の
諸
書
引
用
に
当
り
次
の
略
称
を
用
い
た
。

点
研
　
（
「
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
・
総
論
篇
」
）

訓
研
　
（
「
訓
点
語
の
研
究
」
）

語
研
　
（
「
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
」
）

（
注
2
8
）
　
築
島
博
士
は
、
「
い
や
ま
す
ま
す
」
（
赤
人
ら
使
用
）
」
の
重
用
形
と

の
関
係
は
明
示
さ
れ
な
い
が
、
「
マ
ス
マ
ス
と
い
う
語
は
、
或
い
は

・5

4



ヽ
、′

　
奈
艮
時
代
当
時
に
於
て
、
既
に
落
文
訓
読
粁
有
許
で
あ
り
、
そ
れ
が

．
・
旅
人
や
憶
長
の
や
う
な
教
養
人
の
和
歌
や
、
宣
命
の
中
に
取
入
れ
ら

れ
た
か
と
考
へ
る
余
地
が
塙
る
」
（
語
研
き
二
〇
ペ
）
と
さ
れ
て
．
い
る
．
。

（
些
讐
「
碗
人
の
こ
の
「
あ
に
」
の
用
法
に
つ
い
て
、
既
．
に
春
日
政
治
博
士

は
「
漢
文
訓
み
の
影
響
で
言
出
し
た
の
で
は
な
い
か
売
疑
は
れ
」
て

後
考
に
侯
た
れ
　
（
西
大
寺
本
最
勝
王
経
盲
点
の
国
．
語
学
的
研
究
二
八

九
ペ
）
、
又
粟
島
博
士
も
「
漢
文
の
知
識
に
富
ん
で
ゐ
た
と
言
は
れ

る
」
旅
人
で
、
漢
文
の
典
拠
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
奈
艮

ノ
　
時
代
に
於
て
既
に
訓
読
語
的
で
あ
っ
た
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い

∵
か
と
も
忠
は
れ
る
」
（
語
研
五
三
四
ペ
）
と
述
べ
て
い
ら
れ
る
。

（
注
3
0
）
　
こ
の
本
に
は
平
安
初
期
天
長
九
年
の
点
法
を
残
存
す
る
こ
と
が
判

明
し
、
「
呈
－
巳
然
形
＋
ヤ
」
も
そ
の
一
と
考
え
ら
れ
る
（
拙
稿
「
金

沢
文
庫
本
春
秋
経
伝
集
解
に
お
け
る
平
安
初
期
漢
籍
訓
読
語
の
残

存
」
訓
点
語
と
訓
点
資
料
2
5
輯
）

（
注
3
1
）
　
井
手
至
氏
「
憶
長
の
用
語
『
そ
れ
』
と
『
ま
た
』
」
万
葉
二
十
六

号
。
小
島
宏
之
博
士
「
万
葉
語
の
解
釈
と
出
典
の
問
題
」
（
万
葉
集
大

成
三
、
訓
話
篇
）

（
注
3
2
）
　
卒
業
論
文
「
上
代
に
お
け
る
引
用
形
式
の
研
究
」
．
に
よ
る
。
こ
の

際
、
「
日
」
等
だ
け
で
、
下
に
呼
．
応
形
式
が
表
．
記
さ
れ
て
い
な
い
も

の
（
C
型
）
は
別
に
扱
っ
た
。
も
し
こ
の
C
型
も
「
寸
イ
フ
」
を
読
添

え
て
．
訓
読
し
た
と
す
れ
ば
、
A
型
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
h
ソ
、
右
の

比
率
は
も
っ
と
貴
著
に
な
る
。
例
え
ば
、
古
事
記
で
は
B
型
一
％
に

対
し
て
A
型
（
C
を
含
め
た
）
九
十
九
％
と
な
る
。
し
か
し
、
C
型
に

「
ト
イ
フ
」
を
読
添
え
て
訓
読
し
た
と
見
る
に
は
疑
い
が
あ
る
。
又
、

万
葉
集
中
に
も
、
単
に
　
「
い
は
く
『
…
』
」
の
み
の
例
も
存
す
る
。

0
這
来
る
人
の
　
（
略
）
立
ち
訂
り
わ
れ
に
語
ら
く
　
（
富
久
）
『
…
』

（
二
聖
笠
朝
臣
金
村
集
）

○
梅
の
花
夢
に
語
ら
く
（
加
多
良
久
）
『
…
』
（
五
8
5
2
不
明
）

1
　
0
寺
々
の
女
餓
鬼
串
さ
く
（
申
久
）
『
…
』
（
十
六
聖
池
田
朝
臣
）

の

○
夕
ト
の
わ
れ
に
告
ら
く
『
…
な
恋
ひ
そ
吾
姉
』
（
十
三
晋
明
）

こ
れ
が
訓
読
語
の
影
響
か
国
語
本
来
の
形
か
未
勘
で
あ
る
。
単
に

∵
「
…
く
」
の
用
法
は
上
代
に
広
く
見
ら
れ
る
か
か
で
あ
る
。

（
注
3
3
）
　
佐
竹
昭
広
丘
『
万
葉
集
と
遊
仙
窟
の
古
訓
』
（
万
葉
創
刊
号
）

（
注
望
．
略
腰
に
よ
れ
は
三
八
九
八
の
．
「
歌
乞
わ
が
背
」
も
「
ウ
タ
ガ
ク
ワ

が
セ
」
と
す
る
が
、
「
方
」
の
誤
字
説
に
よ
っ
た
A
の
で
あ
り
、
他

訓
も
あ
る
。
特
に
他
例
は
、
．
皆
「
ウ
タ
が
列
モ
」
と
「
モ
」
の
付
い

！
．
た
形
で
あ
る
点
で
も
異
な
る
。

（
注
3
5
）
．
「
何
セ
ム
」
．
で
述
語
と
な
る
例
は
他
に
、

死
な
む
時
は
何
せ
む
（
何
為
牢
）
（
四
5
6
。
大
伴
百
代
）

世
の
人
の
貴
び
露
ふ
七
種
の
宝
も
わ
れ
は
何
為
む
（
何
為
）
（
五
㌢

櫨
艮
）

64

何
為
む
と
　
（
何
為
迩
）
　
違
ひ
は
を
ら
む

（
十
六
聖
娘
子
）

出
で
来
由
後
は
何
せ
む
　
（
何
将
為
）

恋
ひ
死
な
む
後
は
何
せ
む
　
（
何
為
）

玉
敷
け
る
家
も
何
せ
1
む
（
何
将
為
）

が
あ
る
が
こ
れ
は
副
詞
用
法
と
は
異
な

あ
る
。

（
十
（
十
（
十

h
リ
、

一
m蒜一

助

正
述
心
緒
男
）

問
答
）

訓
読
語
か
否
か
不
明
で

（
注
3
6
）
中
西
進
氏
「
万
葉
集
の
比
較
文
学
的
研
究
」
五
四
〇
ベ

（
注
3
7
）
他
に
作
者
不
明
敬
に
「
伊
左
佐
l

目
丹
（
二
二
五
五
）
」
、
「
串
爾
（
二

二
八
四
、
▼
二
五
二
）
」
が
あ
る
。
こ
の
語
は
、
訓
点
に
は
西
域
記
長
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露
点
に
あ
る
空
隙
に
は
見
ら
れ
ず
ー
古
今
卦
に
も
見
ら
れ
る
許
で
．

（
語
研
二
〇
二
ペ
）
　
あ
っ
て
訓
読
と
の
関
係
は
未
詳
で
あ
る
。
広
紐

の
「
伊
佐
左
可
否
」
を
覇
考
で
は
イ
サ
サ
メ
こ
の
誤
と
す
る
が
如
何

で
あ
ろ
う
。

（
注
3
8
）
　
「
ト
リ
ミ
ル
」
は
他
に
次
の
作
者
不
明
の
二
．
例
が
あ
る
。

桟
女
の
五
百
織
立
て
て
捻
る
布
の
秋
き
り
封
誰
か
珂
引
見
l
叫
（
十
・

m
）今
年
行
く
新
島
守
が
麻
衣
肩
の
枕
は
誰
か
利
男
見
則
叫
（
七
聖

こ
の
二
例
虻
「
衣
」
「
批
」
を
「
取
る
」
意
で
、
．
訓
点
お
よ
．
び
憶

艮
ら
の
　
「
世
話
す
る
」
意
と
は
異
な
る
の
で
別
に
扱
っ
た
。

（
注
翌
　
「
万
葉
集
歌
表
現
の
一
面
」
（
万
葉
二
号
）

（
注
4
0
）

（
針
望

7
ラ
カ
ジ
ノ
　
が
プ
チ
　
ハ
ナ
ハ
ブ
　
ハ
ナ
ハ
′

「
予
」
「
曽
」
「
甚
・
堪
多

イ

コ

7

」
「
息
」
　
が
あ
る
。

こ

の
他
に
疑
問
語
に
応
ず
る
用
法
の
　
「
け
だ
し
」
　
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
古
来
の
用
法
で
あ
っ
て
、
仮
設
に
呼
応
す
る
用
法
が
訓
読
と
関

係
が
あ
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
「
若
」
に
二
用
法
が
あ
り
、

仮
設
が
訓
読
に
生
じ
た
用
法
と
似
て
い
る
。

（
注
4
2
）
　
コ
　
（
己
・
故
・
許
、
「
越
・
今
・
金
・
米
」
も
含
む
）
　
五
八
例
、

キ
（
寸
・
伎
・
富
・
伎
・
釈
・
紀
・
岐
）
九
八
例
、
ク
（
久
）
一
例
、

ク
ル
　
（
久
流
・
久
留
・
久
竺
　
二
十
二
例
、
′
生
レ
　
（
久
礼
）
十
四
例

と
し
て
計
算
し
た
。

（
注
4
3
）
　
「
キ
ク
ル
」
は
紀
歌
謡
九
九
番
に
二
例
あ
る
。

「
目
頼
子
初
あ
て
任
謡
に
到
射
り
時
、
彼
に
在
る
郡
家
等
、
歌
を

ふ

　

　

　

　

　

　

き

た

贈
り
て
日
ひ
し
く
、
韓
国
を
如
何
に
言
こ
と
そ
日
頼
子
来
到
る

h
C
た

（
択
駄
楼
）
、
向
離
く
る
壱
岐
の
渡
り
を
日
嫡
子
来
到
．
る
（
祝
駄

l
　
楼
）
」
き
．

こ
の
↓
来
到
る
」
　
は
前
文
に
あ
る
如
く
「
到
る
」
即
ち
到
着
す
る
劫

．
詞
の
．
意
が
明
j
か
に
存
す
る
も
の
で
、
「
来
＋
到
る
」
の
複
合
動
詞

の
音
変
化
　
（
母
音
イ
に
よ
る
二
重
母
音
を
避
け
た
形
）
　
で
、
紀
歌
謡きた

に
多
く
用
い
ら
れ
る
「
釆
」
と
同
．
義
臣
で
は
．
な
い
。
万
葉
集
の
「
来

る
」
　
は
四
段
動
詞
と
し
て
　
「
来
」
　
の
同
義
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
が
位
相
差
に
芸
く
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
四
段
動
詞

き

「
き
た
る
」
の
語
源
が
「
来
イ
タ
ル
」
　
で
透
る
と
す
る
（
語
研
五
五

二
）
説
と
、
万
葉
集
に
お
け
る
「
来
」
の
同
義
語
と
し
て
▼
の
．
用
法
一
七

は
区
別
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
．
。
・

（
注
望
－
佐
伯
梅
友
博
士
菩
タ
r
、
シ
ク
ハ
」
の
剤
を
提
示
さ
れ
、
古
典
大
系

l
　
本
も
従
っ
て
い
る
が
、
万
葉
集
は
無
論
文
献
に
こ
の
語
を
見
な
い
。

訓
点
で
は
「
ナ
ホ
」
に
対
す
る
「
ナ
ホ
シ
」
と
同
じ
．
く
、
「
タ
タ
」

「
タ
メ
可
」
の
例
の
み
で
あ
る
。
計
っ
て
暫
く
保
留
し
た
い
。

一
（
注
4
5
）
　
「
金
沢
文
挿
木
春
秋
経
伝
集
解
に
お
け
る
平
安
初
期
漢
籍
訓
読
語

の
残
存
」
　
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
二
十
五
輯
）

〔
付
記
〕
　
本
稿
成
稿
後
、
山
田
俊
雄
氏
、
小
松
英
雄
氏
か
ら
教
示
を
得
て
加
筆

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
記
し
て
謝
意
を
麦
す
る
。

）



Yamaguchi we cannot explain some phenomena in Noto dialect, which can

be explained by my theory. So, there is no need to alter my theory that

Tokyo-accent was changed from Keihan-accent.

The Influence of "the Change of Japanese Readings
of Chinese Texts" on Manyo-shu

Yoshinori Kobayashi

It is a well-known fact that Japanese Literature in Nara period (8 th

century) and before that time was much influenced by Chinese literature. One

influence is by Chinese thought, and the other is by the special wordings

which was made when Chinese texts is changed into Japanese readings. In

this paper I studied on the latter influence in the words of Manyo-shu.

Among those poets who wrote Chinese poems, Chinese writings as well

as poems in Manyo-shu, the influence of "the change of Japanese readings of

Chinese texts" is obvious in poems of Otomo Tabito, Yamanoue Okura, Otomo

Yakamochi, and Ikenushi. So it might be presumed that in 9th century, "the

change of Japanese readings of Chinese texts" already presented one phase.

The Pronunciation of Chinese Characters in Eshinni's

Kana-Shakyo -Especially about "Zetsunai-nissho-on"-

Osamu Kataoka

Eshinni's Kana-Shakyo (property of Nishihonganji temple) was written.

in the middle of Kamakura period.

This is a study of "fena-inscription" of "zetsunai-nissho-on" (HfftA^if)

ar.d its phonetic value in the Buddhistic writings in those days, by its inscri-

ption.

In the Eshinni's Kana-Shakyo, zetsunai-nissho-on" are inscribed with "y"

:a :he twenty of thirty-six cases, and others are with "-J-" (3), ">" (7),

"J." (1), "V" (1), and "0" (4). Through the correlation of each of

:"-.vse inscriptions, it is supposed that the phonetic value of "y", by her,

sr.z-Sld be in.ftj..

Eshinni must have learnt "dokkyo-on" (the pronunciation of reading

;u:ra) from her husband, Shinran, with whom she•Ehad lived for thirty years.

They would, therefore, have read sutra in the same pronunciation. But when

tosho-seibi-repo
長方形

tosho-seibi-repo
長方形




